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　く
過
程
で
「
史
的
イ
エ
ス
」
の
問
題
設
定
が
か
つ
て
の
M
・
ケ
ー
ラ
ー

　
教
義
学的
思
考
に
お
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
罫
三
昌
囚
理
麗
の
設
問
と
は
異
っ
た
新
し
い
形
で
な
さ
れ
た
こ
と
に

　　　　解
釈
学

的
循
環
の
問
題
　
　
編
灘
幾
雛
独
雑
黙
繍
灘
．
難
褻

　　　　　　　　　　　　　　　　　
掛

川
富
康
渥
繰
獣
讐
縫
撚
ガ
穫
防
綴
磯
野

　
　
　θ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
的
釈
義
批
判
の
機
能
を
も
つ
、
学
問
性
概
念
と
し
て
の
「
即
事
性
」

　神
学
諸
学
科
の
構
成
に
際
し
、
バ
ル
ト
は
聖
書
神
学
・
教
義
的
神
学
．
　
　
（
ω
9
0
ゲ
一
一
〇
げ
一
h
O
一
け
）
は
、
そ
の
教
義
学
の
中
で
は
啓
示
認
識
の
実
在
性
の
頂

実
践
神
学
の
三
分
肢
構
造
を
真
正
の
コ
ニ
位
一
体
の
痕
跡
」
（
註
婦
匹
団
。
ゴ
窃
　
　
点
た
る
「
終
末
論
的
概
念
」
（
H
ご
ト
。
°
。
蔭
）
と
し
て
の
教
義
を
志
向
す
る
動
性

く
o
°
。
二
α
q
貯
日
茸
ぎ
団
欝
梓
団
y
超
塑
・
。
切
P
。
。
①
刈
）
と
し
て
採
用
し
、
所
謂
「
教
会
　
　
と
し
て
把
握
さ
れ
た
（
H
T
b
。
逡
）
。
こ
こ
か
ら
教
義
史
の
成
立
根
拠
と
し
て

史
」
を
神
学
諸
学
科
の
主
要
な
構
成
要
素
と
し
て
は
除
外
し
た
（
H
サ
Q
。
・
　
　
の
歴
史
性
を
ハ
ル
ナ
ッ
ク
と
バ
ル
ト
と
に
お
け
る
解
釈
学
的
前
提
の
比
較

ω
①

8く
α
q
ド
H
＜
早
H
O
O
刈
）
。
神
学
に
お
け
る
教
会
史
・
教
義
史
の
位
置
は
何
　
　
と
い
う
視
点
か
ら
批
判
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
堵
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

処
か
ら
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
会
史
の
成
立
根
拠
に
つ
い
　
　
ω
゜
げ
昌
o
o
日
゜
げ
げ
①
が
国
゜
即
蜜
①
己
。
同
ぎ
α
q
）
。
教
義
史
家
と
し
て
の
ハ
ル
ナ
ッ

て

の問
い
に
お
い
て
は
教
会
史
の
前
提
と
し
て
の
「
教
会
」
あ
る
い
は
、
　
　
　
ク
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
教
義
を
「
福
音
の
基
盤
に
お
け
る
ギ
リ

そ
の
所
与
と
し
て
の
薮
義
」
（
駐
U
・
σ
・
日
巷
・
∪
・
。
・
鐸
ζ
・
・
㌣
　
シ
ア
精
神
の
臨
」
と
す
る
そ
の
見
蟹
狭
墜
も
の
と
み
な
し
・
そ
の

酌
O
H
）
と
「
歴
史
」
と
の
統
一
の
根
拠
を
問
返
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
教
義
観
の
根
底
に
は
「
福
音
と
教
義
と
の
対
立
」
（
ω
゜
①
。
。
｛
°
）
、
神
学
及
び

教義
と
歴
史
と
の
関
係
性
の
問
題
は
、
近
世
に
お
い
て
は
神
学
に
お
け
る
　
　
教
義
の
「
個
体
性
の
価
値
評
価
」
（
ω
気
O
）
と
の
結
合
が
前
提
さ
れ
て
い

実証
主
義
と
歴
史
主
義
と
の
相
互
関
係
の
中
で
問
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
　
　
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
ω
。
げ
ロ
8
日
色
。
げ
。
ご
。
こ
の
よ
う
な
事
態

（国
゜
d
弓
H
O
O
一
け
o
口
O
げ
）
。
こ
の
事
実
は
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
歴
史
神
　
　
に
対
し
て
は
「
イ
エ
ス
の
説
教
と
原
始
教
団
の
宣
教
と
の
連
続
性
」
を

学
へ
の
批
判
が
な
さ
れ
た
後
に
さ
ら
に
近
代
神
学
2
方
の
根
と
し
て
の
　
「
根
源
的
事
実
」
（
富
ω
o
凶
σ
q
。
ロ
臣
号
①
三
ω
魯
Φ
達
①
ロ
価
。
団
時
呂
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
）
と
し

歴史
主
義
が
R
・
ブ
ル
ト
マ
ン
と
そ
の
学
派
に
よ
っ
て
徹
底
化
さ
れ
て
い
　
　
て
の
復
活
信
仰
を
根
拠
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
ω
’
◎
o
悼
）
。
又
．
ハ



ルト
に
よ
る
歴
史
神
学
批
判
を
承
認
し
た
上
で
歴
史
神
学
（
教
義
史
）
の
　
　
の
近
代
歴
史
主
義
の
尖
鋭
化
は
ブ
ル
ト
マ
ン
の
論
考
「
解
釈
学
の
問
題
」

課
題
を

追
究舘
・
と
も
罷
で
あ
・
必
然
で
あ
ろ
－
（
国
塁
翼
（
・
・
…
窪
・
邑
・
塗
毒
・
曇
・
凱
翻
覧
・
・
と
も
で
茎

跨
年
①
山
諺
山
p
旨
）
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
教
義
を
　
　
そ
こ
で
は
バ
ル
ト
の
復
活
理
解
に
前
提
さ
れ
る
諸
概
念
（
α
q
o
ω
o
げ
o
ゲ
o
P

（聖書
と
宣
教
と
の
）
　
「
関
係
概
念
」
（
切
⑦
N
一
〇
げ
§
α
q
ω
げ
o
σ
q
は
抽
H
ず
ト
。
◎
。
。
。
）
　
　
O
o
。
。
o
寓
o
耳
Φ
も
奉
o
寓
ω
8
昌
。
・
o
ゲ
o
ω
周
9
。
犀
ε
日
”
H
H
H
孚
q
Q
。
伊
H
＜
μ
”
◎
。
蔭
9
Q
。
刈
O

と
し
て
把
握
し
「
教
義
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
聖
書
に
お
い
て
証
言
　
　
卑
）
が
批
判
さ
れ
（
ω
』
H
㎝
庸
‘
b
。
ω
ω
中
）
、
復
活
を
含
め
教
義
は
「
神
話
的

さ
れ
た
啓
示
と
教
会
宣
教
と
の
藪
」
（
萎
゜
・
）
で
あ
る
と
し
た
（
軽
r
な
も
の
L
（
評
゜
n
ξ
匿
艶
と
み
套
れ
・
そ
れ
を
前
理
解
た
る
実
存

N
。
。

O即）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
的
分
析
に
よ
る
、
主
観
－
客
観
図
式
の
克
服
と
い
う
形
で
、
教
義
の
歴

教
義史
の
成
立
根
拠
と
し
て
の
歴
崔
を
批
判
的
に
問
2
」
と
は
、
教
史
性
へ
の
解
体
が
意
図
さ
れ
る
（
　
　
（
1
4
）
ω
゜
b
o
H
①
）
・
ブ
ル
ト
マ
ン
の
解
釈
学
的
前

義
学
に
おけ
る
解
釈
学
的
前
提
の
問
い
と
相
関
す
る
。
近
代
に
お
け
る
教
　
　
提
を
批
判
的
に
考
察
し
た
人
物
と
し
て
H
・
デ
ィ
ー
ム
（
団
臼
旨
碧
昌
　
　
　
、

義
史
叙
述
の
解
釈
学
的
前
握
馨
蟹
学
に
対
す
至
般
解
釈
礪
優
u
ぎ
）
・
H
・
オ
・
益
晋
…
；
・
）
を
挙
げ
・
・
と
雷
来
撃

位
の
事
態
に
求
め
る
．
」
と
が
で
き
る
（
所
謂
史
的
批
判
的
方
法
の
成
立
～
い
）
デ
ィ
ー
・
は
・
れ
を
信
仰
と
伝
承
と
の
関
係
性
の
問
題
性
と
し
て
問
い
、

「

教
義史
は
ド
イ
ッ
啓
蒙
主
義
の
子
で
あ
る
」
（
喝
゜
い
o
o
h
。
。
）
と
言
わ
れ
る
。
　
　
一
般
解
釈
学
に
優
先
し
た
聖
書
解
釈
学
に
お
け
る
証
言
概
念
（
げ
。
N
Φ
ロ
σ
q
o
P

史的
批
判
的
方
法
の
成
立
基
盤
は
聖
書
解
釈
学
に
対
す
る
一
般
解
釈
学
の
　
　
N
。
ロ
σ
q
島
ω
）
を
根
拠
と
し
て
釈
義
か
ら
教
義
へ
の
移
行
を
承
認
し
、
後
者
は

優
位
性
の
事
態
と
同
一
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
叉
聖
書
釈
義
と
教
義
学
と
　
　
前
者
を
補
助
す
る
も
の
と
解
す
る
（
ω
』
①
ε
。
彼
は
、
プ
ル
ト
マ
ン
に
お

の内
的
連
続
性
の
否
定
の
事
態
と
同
一
で
あ
る
。
G
・
エ
ー
ベ
リ
ン
グ
は
、
　
　
い
て
は
「
語
ら
れ
た
事
柄
」
（
魯
ω
O
。
器
o
q
け
Φ
）
と
「
意
図
さ
れ
た
事
柄
」

近
代
教
義
史
に
お
け
る
釈
義
（
国
区
Φ
σ
q
＄
o
）
と
教
義
学
（
U
。
σ
q
ヨ
餌
戯
犀
）
の
乖
　
　
（
畠
ω
O
。
日
。
ぎ
け
①
）
と
が
人
間
実
存
に
関
す
る
真
理
を
媒
介
に
し
て
結
合

離
を
」
・
A
・
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
（
H
。
冨
昌
諺
ロ
σ
q
島
け
国
旨
窃
斜
H
刈
O
下
ミ
c
。
H
）
　
　
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
の
解
釈
学
的
循
環
を
否
定
的
に
評
価
す
る
（
ω
゜
b
⊃
m
。
。

や

T・

S
・
ゼ
ム
ラ
ー
（
H
O
げ
拶
口
口
ω
餌
一
〇
【
P
O
ω
O
同
β
一
〇
H
り
μ
刈
b
コ
α
ー
ド
『
O
H
）
に
お
　
　
｛
°
）
。
こ
れ
に
対
し
彼
は
「
意
図
さ
れ
た
事
柄
」
は
「
人
間
に
対
す
る
神
の

け
る
一
般
蟹
学
（
く
O
月
一
U
P
ー
・
▼
H
①
o
麿
）
の
成
立
に
見
鞄
・
・
エ
ル
ネ
ス
テ
行
為
」
（
駐
頴
・
諄
。
・
霧
聾
蕾
・
・
ぎ
）
・
「
出
黍
」
（
・
？

イ
は
、
教
義
学
者
に
対
す
る
周
知
の
、
釈
義
家
・
歴
史
家
の
苦
情
の
最
初
　
　
ω
。
げ
。
ゲ
窪
）
で
あ
る
と
し
、
神
の
行
為
を
主
体
に
し
た
解
釈
学
的
循
環
を

の代
理
人
で
あ
・
た
」
（
ゆ
胃
臣
）
毒
目
わ
れ
砲
こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
（
窪
）
・

九
一



’

九
二

　
以

上
に
お

い
て

わ
れ
わ
れ
は
教
義史
の
成
立
根
拠
と
し
て
の
歴
史
性
へ
　
　
的
誤
解
」
に
対
し
て
は
、
認
識
的
地
平
の
三
分
肢
に
対
す
る
実
在
性
の
附

の

問
いを
、
神
学
諸
学
科
（
聖
書
神
学
・
教
義
〔
的
神
〕
学
・
実
践
神
学
）
　
　
与
の
根
拠
と
し
て
神
人
・
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
と
神
の
即
自
存
在

の

三
分
肢
構
造と
の
連
関
で
問
う
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
分
肢
構
造
と
　
　
　
（
本
質
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
H
”
“
㊤
銀
゜
）
。

上記
の
、
神
の
行
為
を
主
体
と
し
た
解
釈
学
的
循
環
と
の
本
質
的
連
関
を
　
　
　
と
こ
ろ
で
釈
義
か
ら
教
義
へ
の
移
行
は
必
然
的
・
即
事
的
な
も
の
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

予
想す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
連
関
を
通
じ
て
教
義
史
の
成
　
　
な
さ
れ
（
ポ
゜
。
“
。
①
剛
゜
）
、
教
義
は
啓
示
の
「
適
切
な
解
釈
」
（
①
ぎ
o
讐
窪
o
｛
・

立
根
拠と
し
て
の
歴
史
性
は
解
釈
学
的
に
定
位
さ
れ
つ
つ
、
啓
示
・
教
義
　
　
け
巳
。
H
口
富
弓
話
欝
臨
o
β
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
．
（
H
℃
ぼ
価
‘
＜
α
q
ド
ω
8
b
㎝
h
°
）
。

学
的
思考
に
お
け
る
歴
史
・
時
間
理
解
の
解
明
か
ら
根
拠
づ
け
ら
れ
る
で
　
　
し
か
し
三
位
一
体
論
の
類
比
の
客
体
と
し
て
の
啓
示
認
識
の
三
分
肢
構
造

あ
ろ
う
。
教
義
史
の
成
立
根
拠
と
し
て
の
歴
史
性
へ
の
問
い
は
バ
ル
ト
の
　
　
考
え
る
時
、
神
の
仕
方
（
H
じ
゜
。
刈
P
く
゜
。
ピ
H
く
ざ
b
。
瞳
h
）
．
の
「
三
」
性
と
木

教
義
学
的
思考
の
解
明
の
た
め
の
一
糸
口
で
あ
る
が
、
そ
の
教
義
学
的
思
　
　
質
の
コ
L
性
は
コ
一
＝
性
」
（
U
H
Φ
岡
。
団
巳
σ
q
冨
ド
H
ず
ω
。
。
°
。
－
°
。
8
）
と
し
て

考
は
上
記
の
よ
う
な
問
題
連
関
の
中
で
解
釈
学
的
に
問
う
こ
と
が
出
来
で
　
　
の
真
正
な
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

あ
舞
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
（
H
ご
ω
。
。
b
。
”
。
。
O
ど
ω
霧
）
・
コ
L
性
を
排
除
し
た
・
三
」
性
の
存
在

　
　
　
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
的
実
体
化
は
、
三
位
一
体
の
痕
跡
（
く
O
o
o
梓
一
σ
q
一
餌
　
け
目
昌
P
ρ
紳
P
け
一
〇
〇
）
を
実
体
化
す

　
神
学
諸
学科
の
例
に
見
ら
れ
る
三
分
肢
構
造
は
バ
ル
ト
に
お
け
る
啓
示
　
　
る
こ
と
に
等
し
く
（
特
に
近
代
神
学
史
に
お
け
る
、
H
ず
。
。
田
卑
）
、
又
コ
ニ
L

認識
一
般
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
実
在
的
な
認
識
と
言
え
る
の
で
　
　
性
を
忘
却
し
た
「
一
」
性
の
強
調
化
は
、
啓
示
の
唯
名
論
化
・
実
在
的
地

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
こ
の
認
識
自
体
そ
の
実
在
性
の
指
定
の
対
象
と
　
　
平
の
喪
失
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
く
σ
q
ピ
H
H
ご
ω
①
゜
。
剛
．
b
§
8
。
。
h
°
）
。
そ
し
て

し
て
そ
の
主
体
を
知
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
実
在
性
の
指
定
は
　
　
コ
一
＝
性
」
に
お
け
る
§
犀
器
貯
霞
回
巳
鍵
言
と
窪
凶
巳
富
ω
ぎ
口
三
鐙
8

類
比
（
艶
ロ
巴
o
σ
q
μ
o
）
の
裏
態
を
表
わ
し
て
い
る
（
H
ご
旨
艀
）
。
即
ち
啓
示
認
　
　
と
の
真
正
な
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
は
、
各
々
に
対
す
る
「
相
互
内
在
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

識
の
三
分
肢
構
造
は
神
の
三
一
性
（
U
団
o
U
肖
風
9
巳
α
q
犀
o
津
O
o
露
o
ω
）
に
由
　
　
（
℃
o
臥
o
ゴ
o
H
o
°
。
ρ
§
ミ
H
§
唱
ミ
囁
）
論
と
「
固
有
性
帰
属
」
（
9
℃
箕
o
娼
昌
鋒
回
o
）

来す
る
と
さ
れ
る
（
浮
達
㌔
啓
示
認
識
の
三
分
肢
が
こ
の
類
比
の
主
体
に
　
　
論
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
得
る
と
さ
れ
て
い
る
（
H
ゲ
。
。
G
。
b
。
”
G
。
㊤
H
）
。

よ
っ
て
構
成
さ
れ
な
い
時
、
そ
れ
は
実
在
性
を
喪
失
し
た
唯
名
論
的
構
成
　
　
　
コ
巳
冨
ω
げ
持
臨
巳
鼠
8
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
の
「
相
互
内
在
」
論

物
と
な
る
と
解
釈
さ
れ
る
（
H
じ
0
9
ぐ
α
Q
r
H
。
。
α
）
。
こ
の
啓
示
の
「
唯
名
論
　
　
は
、
　
「
神
の
存
在
の
仕
方
が
相
互
に
完
全
に
制
約
し
合
い
浸
透
す
る
結
果



常
に
ま
た
一
つ
（
の
存
在
の
仕
方
）
が
他
の
二
つ
（
の
存
在
の
仕
方
）
の
　
　
≦
。
。
。
。
ロ
）
・
神
の
自
存
（
9
器
凶
仲
器
U
o
団
）
か
ら
「
外
へ
向
け
て
の
内
な
る

内
に
存
在
し
、
同
様
に
こ
の
他
の
二
つ
が
前
者
の
内
に
も
存
在
す
る
」
事
　
　
業
L
（
o
窟
ω
践
。
蓉
冨
凶
暮
霞
ロ
賃
β
H
H
H
じ
刈
9
く
σ
q
ピ
H
ポ
。
。
α
）
と
し
て
の

態
を
示
す
（
H
じ
。
。
り
ρ
く
σ
q
ド
α
8
）
。
そ
し
て
そ
れ
は
コ
ニ
つ
の
存
在
の
仕
方
　
　
「
先
在
す
る
神
人
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
（
師
霞
鷺
器
。
臥
。
・
け
凶
雪
o
民
。
0
9
学

の

或種
の
破
れ
ざ
る
循
環
」
（
o
ぎ
o
跨
暮
β
ロ
β
昌
8
婦
び
昌
o
ゴ
o
昌
o
同
国
同
Φ
凶
。
。
・
　
　
ヨ
o
ロ
ω
o
げ
匂
o
ω
口
ω
O
冨
尻
昌
ρ
H
H
“
。
”
H
嵩
艶
H
㊤
H
”
H
＜
ご
刈
ρ
H
く
曽
埼
）
の
選

冨段
山
自
時
9
ω
。
冒
ω
ミ
。
団
ω
。
ロ
）
と
性
格
規
定
さ
れ
る
（
H
ご
。
。
り
ρ
く
α
Q
一
゜
　
　
び
へ
の
移
行
過
程
と
そ
の
帰
結
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
二
重

（
1
8
）

α

OP）
。
他
方
、
仲
H
圃
巳
冨
ω
ぎ
仁
巳
冨
富
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
の
「
固
　
　
予
定
」
（
鷺
餌
巴
。
°
。
9
註
o
σ
q
。
巴
冨
塑
H
H
紬
H
♂
h
°
）
に
お
い
て
。
こ
の
場
合

有
性
帰
属
」
論
は
「
神
の
業
に
お
け
る
父
・
子
・
聖
霊
間
の
、
神
の
本
質
　
神
の
「
現
実
性
」
（
臼
o
芝
貯
匡
ぽ
ゲ
犀
o
津
O
o
淳
o
。
。
㍉
H
ご
b
。
O
。
。
）
の
横
溢
（
山
器

に
お
ける
父
・
子
・
聖
霊
に
対
す
る
積
極
的
関
係
L
を
指
示
す
る
も
の
で
　
　
q
ぴ
。
崩
窪
α
ヨ
o
”
）
に
ょ
る
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
二
重
予
定
の
実
体
論
的

あ
り
、
　
「
各
位
格
に
お
い
て
事
実
上
分
割
さ
れ
ず
に
三
位
格
（
晋
9
℃
霞
－
　
　
思
考
を
存
在
論
的
に
超
克
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
「
存
在
」
（
両
性
論
）

。
・

o昌
魯
）
に
お
い
て
存
在
す
る
三
一
性
の
真
理
が
、
一
つ
の
言
葉
・
行
為
　
　
の
歴
史
と
「
行
為
」
　
（
両
状
態
論
）
の
歴
史
と
が
統
一
さ
れ
た
二
重
の
歴

が神
性
（
侮
一
〇
∩
甲
O
叶
け
ゲ
O
凶
け
）
の
各
位
格
に
特
殊
に
分
割
（
N
β
8
出
ロ
ロ
o
q
）
さ
れ
　
　
史
と
し
て
考
察
さ
れ
る
（
＜
α
q
ピ
H
＜
ご
置
α
占
蔭
。
。
レ
⑩
①
I
H
O
O
脳
く
“
。
”
O
ρ
ぱ
謡
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
に
意
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
L
（
H
じ
。
。
8
）
こ
と
を
　
　
轍
啓
示
認
識
一
般
に
お
け
る
実
在
性
に
お
い
て
。
創
造
は
神
に
よ
る
実
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

意味
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
の
指
定
行
為
（
象
o
國
。
巴
巨
。
罎
口
σ
q
”
昌
H
ご
μ
8
占
O
。
。
）
で
あ
る
が
、
ご

　本
稿
で
は
三
一
性
の
真
正
な
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
の
た
め
の
こ
の
二
つ
　
　
の
場
合
の
実
在
性
と
は
、
神
の
実
在
性
の
最
も
高
次
な
・
最
内
奥
の
神
性

の

教
理
の中
、
特
に
「
相
互
内
在
」
論
を
中
心
に
バ
ル
ト
の
教
義
学
的
思
　
　
と
し
て
の
内
在
的
三
位
一
体
論
と
啓
示
の
認
識
的
地
平
と
の
結
合
の
揚
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
の
特
質
を
考
察
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
味
す
る
。
°
岬
最
後
に
三
位
一
体
の
類
比
の
客
体
と
し
て
の
啓
示
認
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
『
教
会
教
義
学
』
に
お
け
る
「
相
互
内
在
論
」
（
H
ご
ω
O
ど
自
譲
‘
α
O
P
H
悼
”
　
　
地
平
そ
の
も
の
の
構
造
・
「
秩
序
」
（
象
①
O
a
昌
5
σ
q
”
H
H
ず
。
。
O
伊
癖
胡
）
が

μ
α
ρ

H
。
。

b
。
噛
H
斜
ω
。
。
距
遷
ど
H
H
H
ω
噂
b
。
『
ρ
H
＜
憶
』
b
。
讐
H
く
ω
℃
。
。
膳
H
）
の
意
味
内
容
　
　
　
「
相
互
内
在
」
論
と
如
何
に
関
わ
る
か
を
考
察
し
、
バ
ル
ト
の
教
義
学
的

を

考
察す
る
場
合
、
次
の
四
つ
の
局
面
に
お
い
て
注
目
さ
る
べ
き
と
思
わ
　
　
思
考
の
特
質
を
み
て
み
た
い
。

れる
。
ω
既
に
言
及
し
た
「
相
互
内
在
」
論
の
本
来
の
場
で
あ
る
内
在
的
　
　
　
　
　
⇔

三位
一
体
論
に
お
い
て
。
㈹
内
在
的
三
位
一
体
論
た
る
神
の
本
質
（
傷
霧
　
　
　
①
内
在
的
三
位
一
体
論
に
お
け
る
「
相
互
内
在
」
論
は
既
に
三
つ
の
存

九
三



九
四

在
の
仕
方
の
「
破
れ
ざ
る
循
環
」
と
し
て
性
格
規
定
さ
れ
た
。
神
の
内
的
　
　
質
の
二
極
化
的
な
把
握
が
意
図
さ
れ
、
差
異
性
（
H
）
団
中
O
H
①
昌
N
）
を
内
包
し

生命
（
α
器
ぼ
ロ
o
器
ピ
①
げ
o
昌
O
o
昏
の
ω
”
H
じ
ω
㊤
O
）
に
お
け
る
口
巳
3
。
。
貯
　
　
た
同
一
性
（
包
o
耳
津
痒
）
を
実
証
（
げ
o
。
。
け
9
3
甑
α
q
の
ロ
）
す
る
、
動
性
（
切
o
≦
o
σ
q
－

巳
巳
欝
盆
を
示
す
「
相
互
内
在
」
論
は
神
の
本
質
・
属
性
（
岳
o
国
α
q
o
亭
　
　
一
凶
。
芽
o
団
叶
）
の
中
に
あ
る
神
（
H
H
ご
b
。
H
。
。
山
。
。
潮
詔
。
。
”
H
ぎ
。
。
ρ
b
。
O
。
。
”
＜
α
q
ド
目
H
ず

。
・

。冨
津
o
ロ
）
を
規
定
す
る
神
論
（
H
H
目
）
に
適
用
さ
れ
る
。
神
の
本
質
・
属
性
　
　
器
ρ
①
。
。
メ
謹
ど
H
＜
“
。
”
。
。
。
。
①
）
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

論
に
対
す
る
「
相
互
内
在
」
論
の
優
位
（
H
ぴ
姻
。
。
占
u
H
H
ご
b
。
O
ρ
巽
O
噛
ミ
ρ
　
　
　
㈹
差
異
性
を
内
包
し
つ
つ
同
一
性
を
保
持
す
る
、
運
動
す
る
神
と
し
て

蔭お
h
）
は
、
哲
学
的
神
論
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
神
論
の
形
式
的
・
実
質
　
　
の
三
位
一
体
の
神
は
、
自
存
（
凶
ロ
の
ρ
H
じ
ω
8
）
の
神
を
示
す
（
H
o
唱
。
捧
団
o

的
優
位
を

意味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
の
本
質
規
定
と
し
て
の
現
実
性
　
　
器
言
H
巳
§
一
巴
ロ
器
言
ヨ
凶
富
叶
ρ
団
ぼ
辞
跨
ロ
器
一
日
タ
O
雪
器
昏
自
ざ
国
や
幣

は
、
神
論
（
H
H
μ
）
に
お
い
て
「
自
由
に
お
い
て
愛
す
る
方
と
し
て
の
神
の
存
　
　
の
8
ド
畠
。
貯
。
胃
ロ
豊
o
器
く
。
菩
凶
も
9
。
や
観
）
。
そ
し
て
自
存
・
本
質
の
神

在
」
（
（
甲
O
け
貯
O
o
励
ω
O
団
昌
角
一
ω
仙
①
婦
H
、
一
①
げ
O
口
山
〇
一
口
山
O
目
団
H
Φ
μ
げ
O
団
け
）
と
規
定
さ
　
　
か
ら
神
の
外
な
る
も
の
と
し
て
の
「
業
」
（
毒
①
鱒
o
）
へ
の
移
行
は
、
「
直

れる
（
H
H
μ
り
鷲
。
。
）
。
神
の
本
質
規
定
と
し
て
の
「
愛
」
と
は
三
位
一
体
の
　
　
ち
に
」
（
o
ぎ
。
≦
。
口
冨
器
ρ
H
ぎ
。
。
）
生
起
す
る
の
で
は
な
く
、
他
者
と
の

存
在
の
仕
方
（
位
格
）
相
互
間
の
交
わ
り
を
意
味
し
（
H
ポ
。
。
O
。
。
♂
く
α
q
ド
鵡
゜
。
）
、
　
　
一
定
の
関
与
と
し
て
神
内
部
に
お
い
て
生
起
し
た
原
歴
史
（
q
お
窃
。
げ
甲

「自
由
」
は
自
己
自
身
に
よ
る
被
規
定
性
を
意
味
し
て
い
る
（
H
H
一
”
。
。
。
。
蔭
）
。
　
　
。
穿
o
）
の
「
道
程
」
つ
司
。
α
q
o
）
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
起
す
る
と

こ
の
場
合
「
愛
」
は
第
一
の
契
機
で
あ
り
、
「
自
由
」
は
「
よ
り
大
い
な
　
　
さ
れ
る
（
H
ぎ
ω
h
）
。
こ
の
原
歴
史
は
神
の
「
す
べ
て
の
道
程
と
業
の
始

る
規
定
性
に
お
い
て
」
（
冒
σ
q
H
α
ゆ
霞
曾
切
O
ω
出
日
昌
ゲ
⑦
ド
H
H
じ
ミ
α
）
秩
序
　
　
源
L
（
跨
昧
碧
α
q
）
L
（
H
ぎ
曾
鉾
H
O
卜
。
㍉
b
。
O
）
と
言
わ
れ
る
。
神
の
業
・
創
造

づ
けら
れ
る
第
二
の
概
念
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
両
者
は
「
共
に
考
慮
」
　
　
以
下
の
「
歴
史
は
こ
の
原
歴
史
が
生
起
す
る
場
（
山
曾
切
ロ
ロ
営
）
」
と
さ
れ

（
日
一
け
N
q
一
》
O
ω
け
凶
円
P
H
P
O
昌
）
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
両
者
は
た
だ
　
　
る
（
H
ダ
O
ひ
）
。
こ
の
原
歴
史
は
叉
神
の
卑
下
（
国
目
一
。
α
ほ
α
Q
ロ
ロ
σ
q
）
と
人
間

「

秩序
の
意
味
で
」
（
冒
ω
営
昌
畠
①
H
O
艮
口
昌
α
q
）
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
　
　
　
の
高
挙
（
国
跨
o
、
ず
暮
σ
q
）
と
の
統
一
・
歴
史
と
し
て
の
「
先
在
す
る
神
人
・

両者
の
実
体
的
上
下
関
係
は
否
定
さ
れ
る
（
H
H
ご
ω
O
O
）
。
「
自
由
に
お
い
て
　
　
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
の
L
（
H
ぎ
H
H
。
。
り
H
O
H
”
H
＜
μ
㌔
ρ
H
＜
撃
ミ
）
「
選
び
」

愛
す
る
方
」
と
し
て
構
造
規
定
さ
れ
る
神
の
本
質
は
、
「
相
互
内
在
」
論
　
　
（
国
潜
乏
餌
匡
ロ
ロ
o
q
）
な
の
で
あ
る
。
自
存
の
神
か
ら
選
び
へ
の
移
行
は
、
神
の

と
対
応
し
、
（
H
H
ご
。
。
。
。
蔭
』
b
。
ど
く
α
q
ド
お
ρ
0
“
。
H
）
り
「
愛
」
と
「
自
由
」
と
の
　
　
本
質
・
現
実
性
の
偶
有
性
・
恣
意
（
目
ぎ
ε
に
よ
る
の
で
は
な
く
「
選
び

相
互内
在
的
秩
序
で
説
明
さ
れ
る
（
H
H
”
”
認
ど
認
H
）
。
｛
こ
こ
で
は
神
の
本
　
　
の
意
志
」
（
H
剖
H
り
b
。
）
・
「
決
断
」
（
目
ぎ
。
。
ρ
H
O
b
。
）
に
よ
る
。
自
存
の
神
は



現
実性
に
お
け
る
神
で
あ
る
が
、
こ
の
「
選
び
の
意
志
」
は
そ
の
内
的
生
　
　
目
曾
冨
ロ
σ
q
”
同
く
ヒ
。
。
①
b
。
1
。
。
㊤
画
げ
＄
。
。
お
中
）
に
お
け
る
必
然
性
に
お
い
て
、

命
の
外
的
横
温
と
し
て
、
又
相
互
内
在
的
に
既
に
自
身
決
断
の
中
に
あ
る
　
　
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
受
難
史
（
H
／
N
撃
N
『
c
o
」
用
゜
）
は
、
イ
エ
ス
の
生
涯

神
の
「
外
的
告
知
」
（
象
①
餌
ロ
ゆ
o
H
o
図
ロ
ロ
山
σ
q
o
げ
ロ
昌
σ
q
り
H
H
撃
H
り
b
。
）
と
し
て
、
　
　
　
の
異
物
（
聞
話
日
山
犀
α
弓
①
ご
で
は
な
く
目
標
（
N
凶
匹
）
・
帰
結
（
跨
げ
の
。
匡
目
ゆ
）

自
己
の
現
実
性
・
「
差
異
性
に
お
け
る
同
一
性
」
の
実
証
的
外
化
な
の
で
　
　
で
あ
る
と
さ
れ
、
復
活
は
こ
の
二
重
の
歴
史
の
認
識
論
的
開
示
を
意
味
す

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
さ
れ
る
（
ま
達
゜
）
。
地
上
の
イ
エ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
既
に
そ
の
選
び

　
「

先
在す
る
神
人
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
の
選
び
は
、
自
身
差
異
性
を
　
　
に
お
い
て
存
在
論
的
に
「
質
的
対
抗
者
」
（
匹
霧
ρ
口
巴
一
韓
冒
。
○
。
σ
q
①
ロ
・

内
包
し
た
同
一
性
を
保
持
す
る
神
の
実
証
的
外
化
の
帰
結
と
し
て
、
そ
の
　
　
雌
び
霞
）
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
主
義
的
・
心
理

「存
在
」
（
両
性
論
）
・
「
行
為
」
（
両
状
態
論
）
・
双
方
に
お
い
て
構
造
規
定
　
　
的
把
握
を
同
時
に
越
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
H
く
ぎ
智
α
1
。
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
選
び
が
神
の
現
実
性
の
外
的
繰
返
し
と
し
て
偶
有
性
　
　
　
川
m
　
第
三
に
考
察
さ
る
べ
き
は
、
啓
示
認
識
に
お
け
る
存
在
と
認
識
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

を

排
除し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
既
に
選
び
に
よ
っ
て
地
上
の
　
　
の
実
在
的
（
鼠
H
窪
島
㍉
。
巴
）
な
関
係
と
い
う
場
面
に
お
け
る
「
相
互
内

イ
エ
ス
は
存
在
論
的
必
然
性
・
優
位
性
を
付
与
さ
れ
た
、
　
「
存
在
」
の
歴
　
　
在
L
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
神
の
自
存
か
ら
の
最
も
最
初
的
で
偶
発
的
な

史
化と
「
行
為
」
の
歴
史
化
と
の
歴
史
的
統
一
と
し
て
、
即
ち
二
重
の
歴
　
　
外
化
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
選
び
に
よ
っ
て
生
起
し
た
、
神
と
人
間

史
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
認
識
論
的
規
定
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
　
　
と
の
間
の
「
契
約
の
歴
史
」
（
象
o
O
霧
。
謡
。
耳
o
山
9
b
d
賃
口
山
①
゜
・
り
目
H
ぎ
3

る
。
地
上
の
イ
エ
ス
に
お
け
る
二
重
の
歴
史
と
は
、
精
神
（
O
o
凶
。
。
汁
）
と
自
　
　
く
σ
q
日
刈
呂
h
）
で
あ
る
。
契
約
の
「
外
的
根
拠
」
（
H
H
H
じ
H
O
刈
中
）
と
し
て
規

然
（
2
舞
鐸
H
）
、
自
然
と
歴
史
（
O
o
ω
。
田
。
窪
。
V
、
時
間
（
N
色
け
）
と
空
間
　
　
定
さ
れ
る
創
造
は
、
一
方
に
お
い
て
創
造
・
和
解
・
救
贋
（
国
二
α
。
。
ロ
ロ
α
Q
）

（幻
㊤
二
日
）
、
各
々
の
差
異
的
同
一
化
の
下
に
お
け
る
歴
史
な
の
で
あ
る
　
　
と
い
う
救
済
史
（
H
ぎ
α
①
碧
零
①
中
）
に
お
け
る
最
初
の
業
で
あ
る
と
と
も

（
HHH
”
b
。
O
o
。
炉
O
ド
ど
H
＜
撃
q
日
い
H
目
7
の
O
刈
い
8
評
H
H
サ
α
b
3
N
h
°
）
。
こ
の
歴
史
の
　
　
に
、
「
神
の
外
へ
の
外
な
る
業
」
（
o
娼
虞
ω
U
①
一
帥
山
①
護
麟
o
×
盆
ヨ
ロ
ヨ
”
目
H
ご

二
重
性は
、
一
方
に
お
い
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
存
在
」
に
対
す
る
　
　
蕊
）
、
即
ち
神
に
よ
る
実
在
性
指
定
（
目
H
ご
H
O
毘
゜
）
と
い
う
規
定
を
有
す

構
造
規
定
と
し
て
の
受
肉
の
必
然
性
（
ダ
8
b
。
昌
゜
°
・
°
≦
）
に
お
い
て
、
他
方
　
　
る
。
選
び
、
原
歴
史
の
生
起
に
よ
っ
て
抽
象
的
な
存
在
論
の
成
立
の
場
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
お
い
て

そ
の

「

行為
」
に
対
す
る
構
造
規
定
と
し
て
の
、
十
字
架
（
受
　
　
克
服
さ
れ
、
（
目
ぎ
ρ
H
。
。
）
創
造
・
受
肉
が
神
の
自
由
な
る
・
必
然
的
な
業

難史
）
と
復
活
と
の
「
差
異
を
も
っ
た
連
関
」
（
ユ
誤
Φ
H
o
嵩
凶
o
詳
霧
N
目
器
日
－
　
　
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
H
H
ず
α
O
b
。
矯
目
H
ω
”
。
。
H
b
。
）
。
啓
示
認
識
に

九
五

噂



九
六

おけ
る
存
在
と
認
識
と
の
関
係
を
実
在
的
（
冨
巴
）
な
も
の
で
あ
る
と
す
　
　
て
は
確
証
す
る
神
に
よ
る
こ
の
実
在
関
係
の
指
定
、
神
の
行
為
と
し
て
の

る
こ
と
は
、
従
っ
て
選
び
・
契
約
・
原
歴
史
に
よ
っ
て
存
在
論
的
根
拠
を
　
　
創
造
と
い
う
こ
と
か
ら
、
教
義
学
的
思
惟
と
し
て
の
創
造
認
識
は
（
テ
オ

も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
創
造
は
「
神
自
身
の
中
に
の
み
根
拠
を
有
す
る
　
　
ロ
ギ
ア
と
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
と
の
ヴ
イ
ン
ク
ル
ム
と
し
て
の
）
実
在
的
側
面

潜
勢
態
（
男
O
け
O
昌
鼠
㊤
鵠
け
9
3
叶
）
に
よ
る
、
異
な
る
現
実
性
の
現
実
態
（
盛
o
跨
甲
　
　
で
構
造
規
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
教
義
学
的
思
惟
と
し
て
の
創
造
認
識
は

言
簿
年
痒
。
営
臼
雪
山
臼
o
ロ
芝
帥
蒔
一
凶
号
犀
①
凶
庁
）
へ
の
偶
発
的
移
行
」
（
国
o
早
　
　
「
否
定
の
道
・
卓
越
性
の
道
・
原
因
性
の
道
」
（
く
貯
ロ
。
σ
q
p
け
ご
巳
。
・
・
く
凶
鋤

けぎ
σ
q
雪
8
H
α
ぴ
o
茜
碧
α
q
）
」
と
一
言
わ
れ
る
（
目
H
じ
H
ρ
＜
α
q
ピ
H
＜
じ
鼠
α
h
）
。
　
　
o
目
言
o
ロ
ニ
器
・
三
ロ
＄
ロ
゜
。
餌
嵩
仲
卑
μ
゜
。
）
に
よ
る
創
造
認
識
を
排
除
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

創造
は
神
の
意
志
に
よ
る
他
な
る
現
実
性
の
指
定
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
　
　
う
こ
と
で
あ
る
（
H
H
ぴ
゜
。
O
鼠
゜
噌
H
H
H
ぴ
b
。
O
刈
）
。

他な
る
現
実
性
は
、
選
び
に
お
い
て
と
同
じ
く
、
そ
の
可
能
性
も
又
歴
史
　
　
　
『
教
会
教
義
学
』
に
お
け
る
教
義
学
的
・
実
在
的
認
識
論
に
お
い
て
は
、

化さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
性
の
現
実
態
と
い
う
二
重
の
歴
史
的
規
　
　
選
び
以
降
生
起
す
る
啓
示
の
認
識
は
す
ぺ
て
神
の
自
存
の
外
部
の
歴
史
と

定
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
非
歴
史
的
な
神
話
の
世
界
生
成
と
質
　
　
し
て
、
内
在
的
三
位
一
体
論
に
お
け
る
「
相
互
内
在
」
論
に
対
応
す
る
も

的
に
異
な
る
、
歴
史
化
（
出
団
段
臼
凶
の
一
Φ
昌
ロ
σ
q
）
の
帰
結
と
し
て
の
創
造
の
認
　
　
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
認
識
は
終
末
論
的
限
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

識
論
上
の

意味
で
あ
る
（
昌
H
じ
O
μ
I
O
。
。
）
。
従
っ
て
創
造
は
、
創
造
さ
れ
た
　
　
本
来
の
「
相
互
内
在
」
論
が
も
つ
自
己
同
一
的
循
環
性
は
破
棄
さ
れ
る
の

現実
性
の
背
後
に
こ
の
現
実
性
自
体
に
内
属
す
る
も
の
と
し
て
の
偶
有
性
　
　
で
あ
る
。
内
在
的
三
位
一
体
に
お
い
て
相
互
内
在
・
浸
透
す
る
三
つ
の
存

・

附
帯
性
を
所
持
し
な
い
。
第
一
義
的
な
意
味
で
の
創
造
は
、
8
三
貯
§
－
　
　
在
の
仕
方
は
自
存
す
る
「
永
遠
に
お
け
る
永
遠
の
反
復
」
（
話
℃
。
葺
δ

匡
0
9
＄
二
〇
巳
ω
（
H
H
H
。
。
㌔
”
①
距
く
α
q
ピ
H
サ
蔭
①
O
）
と
し
て
現
実
性
を
恒
常
的
　
　
器
言
目
諄
暮
一
ω
μ
口
器
盆
舅
剛
鼠
陣
ρ
H
ぴ
。
。
①
P
自
画
5
昌
器
一
日
タ
O
）
と
し
て

か
つ
全体
的
に
支
配
す
る
。
選
び
・
原
歴
史
・
契
約
の
生
起
は
、
神
が
意
　
　
そ
の
動
性
の
起
点
（
仲
O
H
旨
り
μ
昌
β
ω
㊤
ρ
β
O
）
と
終
点
（
け
臼
巳
ロ
器
巴
ρ
ロ
①
目
）

志的
に
自
ら
の
道
程
（
毒
。
σ
q
。
、
H
ポ
H
b
。
O
）
を
歩
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
と
　
　
は
同
一
化
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
被
造
物
た
る
人
間
の
知
と
し
て
終
末

人間
と
の
契
約
の
生
起
が
、
神
の
道
程
の
始
源
の
指
定
（
旨
凶
e
で
あ
る
　
　
論
的
限
定
を
受
け
た
啓
示
認
識
に
お
い
て
こ
の
同
一
化
は
否
定
さ
れ
る

こと
に
よ
っ
て
、
神
に
よ
る
質
的
他
者
指
定
、
即
ち
他
な
る
現
実
性
の
現
　
　
（
H
ご
嵩
◎
。
勉
く
σ
q
ド
H
H
ぎ
ト
。
O
ド
ー
b
。
O
メ
げ
o
ω
』
O
ρ
H
＜
ご
。
。
お
）
。
こ
れ
が
創
造
認
識

実態
の
生
起
は
、
神
と
実
在
的
関
係
に
立
つ
の
で
あ
る
（
目
H
じ
H
8
占
O
。
。
）
。
　
　
の
「
相
互
内
在
」
論
に
よ
る
被
規
定
性
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て

差
異
性
を内
包
し
た
同
一
性
を
自
ら
に
お
い
て
は
保
持
し
、
外
へ
向
か
っ
　
　
選
ば
れ
た
神
人
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
原
歴
史
と
し
て
の
選
び



に
お
ける
起
点
と
終
点
と
は
そ
の
同
一
化
が
否
定
さ
れ
（
H
＜
げ
。
。
。
。
μ
）
、
イ
　
　
と
し
て
開
示
す
る
こ
と
が
不
可
避
な
の
で
あ
る
。
創
造
認
識
即
ち
実
在
的

エ
ス

・

キリ
ス
ト
自
身
も
「
真
の
証
者
」
（
U
霞
≦
替
島
鑑
二
σ
Q
o
N
①
口
σ
q
o
り
　
　
な
認
識
は
従
っ
て
常
に
そ
の
認
識
が
こ
の
「
無
」
に
よ
っ
て
浸
蝕
さ
れ
る

H
く
サ
ω
。
。
ど
H
＜
°
。
噂
智
O
占
）
と
し
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
こ
　
　
対
象
的
思
惟
・
先
験
主
義
的
な
思
惟
へ
と
唯
名
論
化
さ
れ
る
危
険
に
さ
ら

の

場
合創
造
認
識
に
お
け
る
そ
の
信
仰
対
象
の
自
己
化
（
跨
p
o
博
α
q
昌
口
o
q
”
H
サ
　
　
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
「
無
」
に
よ
る
実
在
認
識
の
浸
蝕
は
、
創

口
）
と
し
て
の
啓
示
認
識
は
、
啓
示
の
主
体
と
し
て
の
神
と
の
対
向
性
　
　
造
を
神
に
よ
る
他
者
指
定
の
歴
史
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
か
ら
神
話
へ
と

（
σ
q
。

α
q
o
ロ
ロ
げ
。
昌
を
保
持
し
、
認
識
主
体
と
啓
示
主
体
と
の
間
は
実
在
的
に
　
　
非
歴
史
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
差
異
性
・
同
一
性
を
自
己

は同
一
で
あ
る
に
し
て
も
（
H
ず
ω
㊤
H
）
、
両
者
間
の
実
在
的
差
異
は
止
揚
さ
　
　
の
中
に
有
す
る
神
の
外
的
自
己
実
証
行
為
と
し
て
の
創
造
の
業
に
対
し
て

れ
得
な
い
の

であ
る
（
H
じ
F
H
H
ポ
H
O
P
H
＜
ご
。
。
b
。
。
。
）
。
従
っ
て
原
歴
史
の
　
　
そ
の
起
点
と
終
点
と
の
同
一
化
を
破
棄
さ
れ
た
創
造
認
識
が
「
証
言
」

生
起
以
降実
在
的
地
平
と
し
て
の
創
造
認
識
及
び
認
識
的
地
平
で
の
啓
示
　
　
（
目
H
じ
H
h
）
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

認識
、
双
方
を
槽
造
規
定
す
る
「
相
互
内
在
」
論
は
そ
の
終
点
と
起
点
と
　
　
　
さ
て
こ
こ
で
神
に
よ
る
実
在
指
定
・
実
在
化
と
し
て
の
創
造
（
H
H
H
じ
㊤
お

の閉
鎖
的
同
一
化
は
否
定
さ
れ
る
（
H
H
ご
b
。
胡
山
。
。
刈
）
。
こ
の
こ
と
は
創
造
の
　
　
H
8
占
O
。
。
）
、
実
在
認
識
と
し
て
の
創
造
論
の
意
味
を
さ
ら
に
理
解
す
る
た

業
に
お
け
る
実
在
的
な
構
造
（
即
ち
存
在
と
認
識
と
の
差
異
的
同
一
化
を
　
　
め
に
こ
の
点
に
関
係
す
る
、
バ
ル
ト
に
よ
る
ル
タ
ー
・
ル
タ
ー
派
正
統
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

示
す
「

比
例性
の
類
比
」
（
き
巴
o
o
Q
貯
肩
o
娼
o
H
鵠
o
冨
一
睡
富
け
凶
゜
。
）
）
が
、
そ
の
　
　
義
に
対
す
る
批
判
的
考
察
は
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
既
に
啓
示
認
識

類
比
関
係
の
形
式
的
・
実
質
的
根
拠
を
、
即
ち
類
比
の
原
像
（
d
ぼ
げ
出
山
）
　
　
一
般
の
三
分
肢
構
造
の
唯
名
論
化
と
そ
の
実
在
性
の
根
拠
の
喪
失
に
つ
い

を内
在
的
三
位
一
体
に
有
す
る
と
い
わ
れ
（
H
H
H
ご
α
b
。
”
H
＜
“
。
退
①
h
。
）
な
が
ら
　
　
て
言
及
し
た
。
こ
の
事
態
は
類
比
の
客
体
と
し
て
の
認
識
の
三
分
肢
に
実

も
、
内
在
的
三
位
一
体
に
お
け
る
差
異
性
（
そ
れ
は
属
性
と
し
て
の
「
自
　
　
在
性
を
付
与
す
る
三
位
一
体
の
神
と
の
断
絶
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
ル

由
」
概
念
か
ら
必
然
で
あ
る
）
が
、
創
造
の
業
の
生
起
以
降
絶
え
ず
「
無
」
　
　
タ
ー
に
お
け
る
神
の
言
葉
の
理
解
、
啓
示
理
解
の
基
本
的
地
平
は
三
位
一

（
爵
ω
2
8
揮
ω
”
目
H
ω
℃
ω
b
。
刈
↓
を
自
己
の
傍
に
（
恥
日
国
き
山
P
H
H
H
じ
蔭
゜
。
O
）
携
　
　
体
論
の
位
置
す
る
「
存
在
」
（
げ
。
冒
σ
q
）
の
範
躊
で
は
な
く
、
教
義
学
的
．

え
る
．
、
と
と
同
あ
事
態
を
示
し
て
い
る
。
創
造
は
、
三
位
一
体
全
体
の
　
三
位
一
体
的
な
実
在
の
地
平
か
ら
見
る
な
ら
ぽ
中
間
地
帯
に
位
（
幽
す
る

不
可
分
割
的業
（
呂
窃
凶
巳
三
ω
葺
日
8
含
ω
け
ユ
鼻
豊
ω
”
目
H
じ
8
）
で
　
　
「
業
」
（
山
。
①
山
）
の
そ
れ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
臼
賃
o
ω
冨
く
弓
①
国
訂
ロ
）
。

あ
る
が
故
に
、
神
内
部
の
差
異
性
は
創
造
の
業
の
生
起
に
お
い
て
「
無
」
　
　
．
　
「
業
」
つ
誤
鱒
⑦
ロ
）
と
し
て
の
啓
示
理
解
が
啓
示
の
実
在
性
の
根
拠
の

九
七



九
八

　　
　
最
も
高
次
な
地
平
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
認
識
が
認
識
論
的
　
　
に
対
す
る
存
在
論
的
優
位
・
必
然
性
の
主
体
で
あ
る
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

　
　　
地
平
で
三
位
一
体
論
即
ち
差
異
性
を
内
包
し
同
一
性
を
保
持
・
実
証
す
る
　
　
ト
の
選
び
」
の
帰
結
た
る
キ
リ
ス
ト
両
性
論
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
神
に
よ
・
て
馨
規
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
艶
・
・
啓
示
さ
れ
た
神
」
　
垂
び
」
は
神
の
卑
下
（
巴
。
四
巳
琶
と
人
間
の
高
挙
（
毘
＄
・
印
゜
）
と

　　
　
（
U
o
臣
H
o
ぐ
o
厨
言
゜
。
）
と
「
隠
さ
れ
た
神
」
（
U
o
島
仁
。
冨
8
昌
象
ε
゜
。
）
、
あ
る
　
　
の
歴
史
で
あ
る
（
H
＜
騨
曽
）
。
こ
の
場
合
両
性
論
に
お
け
る
両
性
は
歴
史
と

　
　　
い
は
「
受
肉
し
た
神
」
（
】
）
Φ
昌
o
o
凶
昌
0
9
H
口
国
叶
口
ω
）
と
「
尊
厳
の
意
志
」
（
く
？
　
　
し
て
同
一
化
さ
れ
つ
つ
も
差
異
性
を
保
持
す
る
。
神
性
と
人
性
と
の
差
異

　　
　
冨
暮
霧
日
銭
①
ω
＄
け
凶
゜
。
）
（
H
H
悼
』
O
｛
‘
H
H
じ
ト
。
①
゜
。
h
ち
O
。
。
ふ
H
。
。
）
の
区
別
が
絶
対
　
　
性
・
同
一
性
は
神
の
本
質
の
横
温
に
よ
る
、
自
己
と
は
質
的
に
異
な
る
人

　　
　
的
な
意
味
で
実
在
的
（
話
巴
な
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
（
H
ポ
　
　
間
性
の
摂
取
．
（
錺
ω
ロ
ヨ
箕
凶
o
＄
旨
ジ
H
＜
卜
。
”
瞠
）
に
よ
る
。
そ
れ
は
神
が
自

　　
　
8
0
炉
①
お
）
。
両
者
を
絶
対
的
な
意
味
で
実
在
的
に
区
別
・
分
離
す
る
こ
　
　
己
と
は
「
無
限
の
差
異
」
（
H
＜
め
b
ρ
①
㎝
）
の
位
置
に
あ
る
人
間
的
存
在

　　
　
と
は
、
啓
示
認
識
の
唯
名
論
化
と
相
関
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
　
　
（
日
窪
ω
筈
一
凶
島
窃
ω
〇
一
静
H
く
㈹
り
薩
）
を
神
の
側
か
ら
の
こ
の
差
異
の
越
境

　　
　
な
啓
示
認
識
に
お
い
て
は
、
認
識
・
知
解
は
純
粋
な
表
象
や
名
辞
（
8
昌
・
　
　
に
よ
っ
て
自
己
と
の
同
一
性
の
中
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
（
H
＜
N
”
置
”

　　
　
8
讐
ロ
♂
ロ
o
巳
尽
）
に
留
り
、
神
内
部
に
自
己
と
対
応
す
る
実
在
性
を
獲
　
　
宅
）
。
従
っ
て
両
性
の
間
の
歴
史
．
差
異
的
同
一
化
は
、
神
か
ら
人
間
存

・
　
　
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
H
ポ
ω
①
゜
。
”
α
8
）
。
そ
れ
は
神
の
属
性
を
「
実
的
　
　
在
へ
と
不
可
逆
な
の
で
あ
る
（
H
＜
撃
α
ρ
＜
σ
q
一
・
ぎ
嵩
O
）
。
改
革
派
の
キ
リ

　　
　
齢
絡
齢
」
（
器
巴
o
防
篤
ミ
慧
ミ
ミ
隔
）
と
し
て
把
握
し
「
実
在
的
多
様
性
」
　
　
ス
ト
論
は
「
選
び
」
と
受
肉
に
お
け
る
主
体
の
側
面
を
強
調
し
、
イ
エ
ス
・

　　
　
（
器
旺
。
ヨ
巳
音
年
m
。
・
）
を
否
定
す
る
（
H
H
ご
呂
①
）
。
即
ち
そ
れ
は
神
内
部
　
　
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
性
と
人
性
と
の
関
係
を
「
実
体
的
統
一
」
（
β
三
〇

　
　　
の
差
異
性
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
ロ
信
畠
①
ω
ω
。
葺
凶
2
H
H
一
”
。
。
①
。
。
φ
‘
　
　
ゲ
岩
o
の
鼠
昏
㊤
）
と
し
て
把
握
し
そ
の
人
性
そ
れ
自
体
と
し
て
は
「
非
実
体

　　
　
く
α
q
ピ
d
昌
げ
O
名
⑦
α
q
庁
げ
犀
。
貫
H
H
一
噂
b
。
μ
゜
。
l
b
。
ω
ρ
α
O
ρ
q
ω
8
謝
b
。
“
目
ジ
゜
。
辞
b
。
8
）
。
　
性
」
（
跨
昌
ゲ
矯
娼
O
ω
け
勢
駒
ロ
一
①
り
H
／
N
撃
α
b
o
）
で
あ
る
と
す
る
（
＜
σ
Q
ド
H
＜
博
℃
罐
l
O
ρ

　
　　
　
啓
示
認
識
の
三
分
肢
構
造
は
、
三
位
一
体
の
類
比
の
客
体
と
し
て
啓
示
　
　
痒
為
料
）
。
バ
ル
ト
の
「
選
び
」
の
教
説
は
こ
の
点
改
革
派
の
伝
統
に
従
う

　
　　
に
お
け
る
存
在
と
認
識
と
の
実
在
的
関
係
の
根
拠
を
最
も
高
次
な
次
元
へ
　
　
（
H
＜
“
。
隔
H
）
が
、
こ
の
場
合
内
在
的
三
位
一
体
論
と
「
選
び
」
と
の
関
係
を

　
　　
と
上
昇
さ
せ
た
三
位
一
体
的
な
思
考
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
　
　
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　
「
選
び
」
の
行
為
は
「
外
へ
の
内
な
る
業
」

　
　　
し
て
啓
示
認
識
の
唯
名
論
化
は
こ
の
実
在
的
地
平
の
喪
失
を
意
味
し
た
の
　
　
と
し
て
神
の
内
な
る
行
為
で
あ
る
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
「
選
び
」

　
　　
で
あ
る
。
こ
の
事
態
を
、
認
識
・
業
あ
る
い
は
存
在
と
行
為
（
H
＜
乎
H
b
。
①
）
　
　
以
降
最
早
内
在
的
三
位
一
体
の
第
二
位
格
と
し
て
の
「
受
肉
以
前
の
ロ
ゴ



ス
」

（
ぽ
『
o
剛
郎
ミ
要
0
3
H
H
H
ぴ
窃
刈
艶
H
＜
ず
㎝
蔭
1
『
ρ
ぴ
①
ω
’
α
昧
6
⑰
O
h
噂
ぐ
α
q
ド
副
葛
　
　
H
り
◎
o
噌
H
＜
乎
C
ゐ
距
『
声
◎
。
P
＜
σ
q
ピ
H
＜
ビ
H
偽
伊
U
o
臨
犀
舞
凶
O
昌
り
諺
℃
O
匪
O
O
ω
ρ

H
呂
｛
‘
H
ポ
H
8
1
お
ρ
ぴ
Φ
。
・
℃
H
8
1
H
O
ρ
目
。
。
占
H
ρ
H
＜
に
暫
。
。
α
h
』
①
庸
゜
）
な
の
　
　
H
〈
h
。
讐
。
。
O
、
従
っ
て
「
神
性
の
非
神
化
」
（
国
三
α
q
。
齢
9
昌
゜
q
冒
。
昌
0
9
件
げ
①
ε
”

で
はな
い
。
彼
は
「
予
定
の
働
き
（
中
径
窃
球
冨
口
8
°
。
四
ぎ
〉
に
よ
っ
て
先
　
　
H
＜
乎
誤
）
と
い
う
形
で
生
起
す
る
。
そ
れ
は
「
実
体
的
統
一
」
の
下
で
初

在す
る
（
嘆
餌
o
臨
。
。
二
臼
汁
）
」
と
さ
れ
る
（
H
＜
悼
為
O
）
。
こ
の
場
合
予
定
・
選
　
　
め
て
権
利
を
持
つ
「
両
性
の
交
わ
り
」
（
8
日
旨
亘
三
〇
冨
且
H
胃
口
目
）
・
属

び
の

主体
は
三
位
一
体
の
神
全
体
で
あ
り
そ
の
客
体
は
こ
の
主
体
と
の
連
　
　
性
の
交
流
」
（
O
O
目
P
日
ロ
ロ
帥
O
P
峠
凶
O
　
博
山
凶
O
ヨ
震
o
け
口
目
）
へ
の
「
神
秘
的
統
一
」

続
性
を保
持
（
幽
口
く
臼
げ
。
。
冨
げ
。
胃
冨
民
。
鳩
H
H
紬
し
8
㍉
同
興
ぐ
σ
q
ド
　
（
H
＜
悼
温
o
h
°
）
の
契
機
の
侵
入
、
従
っ
て
そ
こ
か
ら
帰
結
す
る
両
契
機
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

コ
讐
斗
鑑
9
が
H
H
b
。
”
H
O
ω
）
「
特
に
人
の
子
へ
の
規
定
性
の
う
ち
に
あ
る
」
神
　
　
逆
転
を
（
H
＜
評
8
）
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
改
革
派
キ
リ

の

子と
し
て
の
「
先
在
す
る
神
人
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
（
H
H
乎
置
。
。
）
で
あ
　
　
ス
ト
論
に
お
け
る
神
性
と
人
性
と
の
歴
史
性
、
即
ち
前
者
か
ら
後
者
へ
の

る
と
さ
れ
る
（
ぐ
o
q
P
H
曽
ド
歩
H
H
博
り
H
8
弘
H
刈
弘
㊤
ど
H
H
H
じ
零
y
H
＜
憶
退
α
中
゜
）
。
　
不
可
逆
的
同
一
化
（
く
o
q
ド
H
曽
崩
ρ
H
＜
乎
q
ρ
隼
。
・
°
≦
’
）
は
否
定
さ
れ
、
ル

こ
こ
に
お
い
て
相
互
内
在
的
自
己
循
環
の
外
へ
出
た
（
o
唱
ロ
ω
巴
窪
霞
P
　
　
タ
ー
派
固
有
な
所
謂
「
キ
リ
ス
ト
論
的
相
互
内
在
」
（
O
冨
凶
・
・
8
一
〇
α
q
ぎ
冨

H
く
曽
獣
）
「
神
の
言
葉
」
・
先
在
者
は
、
一
方
に
お
い
て
神
性
と
人
性
と
の
　
　
§
黛
×
ら
ミ
ミ
♂
H
乎
H
α
P
μ
◎
。
P
H
＜
ぎ
8
渇
b
。
）
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
キ
リ

差
異
を

保
持し
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
そ
こ
で
は
「
原
歴
史
」
と
し
て
の
　
　
ス
ト
両
性
論
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
差
異
性
・
歴
史
性
の
喪
失
は
、
三
位

両性
の
歴
史
的
同
一
化
が
生
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
改
革
派
　
　
一
体
論
的
な
実
在
認
識
の
崩
壊
、
叉
受
肉
の
歴
史
性
（
げ
o
旨
o
融
。
言
ω
。
の
計

（
国
区
葺
㊤
O
巴
く
団
昌
団
゜
な
ユ
o
ロ
ヨ
”
H
＜
ぴ
H
O
①
ー
H
O
O
Y
ル
タ
ー
派
（
β
瓢
団
o
日
団
゜
励
自
o
p
。
”
　
　
H
＜
卜
。
”
ド
b
δ
H
）
に
対
す
る
「
静
態
的
な
る
も
の
」
（
ω
＄
け
凶
ぎ
芝
ぎ
紆
艶
一
ρ
H
＜
乎

H
＜
撃
α
P
8
ヨ
目
口
三
。
餌
二
〇
団
山
凶
o
ヨ
暮
ロ
β
H
＜
ご
彊
ρ
H
＜
ジ
㎝
α
炉
刈
㊤
゜
”
。
。
P
　
　
旨
μ
）
に
よ
る
破
壊
を
帰
結
さ
せ
教
義
学
的
思
考
に
お
け
る
、
存
在
と
認
識

8
）
双
方
の
キ
リ
ス
ト
論
の
積
極
的
側
面
を
目
的
論
的
に
結
合
す
る
キ
リ
　
　
と
の
実
在
的
な
秩
序
の
崩
壊
、
即
ち
類
比
の
秩
序
の
崩
壊
を
意
味
す
る
と

スト
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
＜
σ
q
ピ
H
μ
輩
b
。
刈
赴
H
H
ぴ
誤
O
｛
°
）
。
　
　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ルタ
ー
派
キ
リ
ス
ト
論
の
問
題
性
は
そ
こ
に
お
け
る
両
性
の
差
異
性
の
　
　
　
゜
W
　
最
後
に
教
義
学
的
思
考
の
認
識
的
な
地
平
そ
の
も
の
の
構
造
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

喪失
と
関
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
そ
の
喪
失
は
、
既
に
「
実
体
的
統
　
　
　
「
相
互
内
在
」
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
ょ
う
。
啓
示
認
識
の
三
分
肢
構

一
L
（
旨
圃
o
ξ
娼
o
ω
9
膏
p
）
に
お
い
て
「
実
体
性
」
（
国
夢
毛
。
ω
欝
ω
凶
ρ
　
　
造
は
三
位
一
体
の
類
比
の
客
体
と
し
て
説
明
さ
れ
た
。
「
相
互
内
在
」
論

H
＜
乎
α
。
。
讐
①
幽
）
を
保
持
し
た
そ
の
人
性
の
「
神
化
」
（
＜
o
H
σ
q
o
暮
ロ
昌
σ
q
”
H
＜
ご
　
　
は
¢
巳
欝
ω
ぼ
巳
巳
富
盆
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
、
神
の
本
質
と
業
・

九
九



一
〇
〇

認
識と
の
間
の
一
性
の
対
応
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
（
ぎ
ω
O
H
”
　
　
在
的
「
一
性
」
は
、
そ
の
「
一
性
」
自
ら
の
中
に
差
異
性
を
包
含
し
て
い

自
ρ
H
H
ず
嵩
『
）
。
啓
示
認
識
の
一
性
は
「
相
互
内
在
」
論
の
一
性
か
ら
の
　
　
る
も
の
で
あ
る
。
実
在
的
「
一
性
」
を
前
提
と
し
た
上
で
の
差
異
性
は
、

類
比
な
の
で
あ
る
（
H
ご
ω
O
ど
呂
曵
炉
窃
O
P
目
一
”
。
。
。
。
野
H
H
H
°
・
”
b
。
お
”
H
＜
°
。
岡
。
。
凸
）
。
　
　
神
の
本
質
に
お
け
る
「
秩
序
」
（
O
巳
昌
ロ
α
q
脳
ご
ω
設
“
。
。
。
。
b
。
》
恥
μ
8
く
σ
q
一
゜
目
ず

　
「相
互
内
在
」
論
は
「
固
有
性
帰
属
」
論
と
「
＝
＝
性
」
を
相
互
補
完
　
　
ω
り
ρ
H
H
H
°
。
”
b
⊃
『
P
ω
H
㊤
融
ご
甑
゜
。
唱
。
ω
三
ρ
。
①
8
ロ
。
巳
欝
d
暮
Φ
田
魯
①
達
暮
σ
Q
”

す
る
も
の
で
あ
り
コ
ニ
に
お
け
る
一
L
の
契
機
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
臼
ω
け
ぎ
9
剛
o
）
と
認
識
に
お
け
る
「
秩
序
」
と
の
間
に
お
け
る
「
親
和
性
」

『

教
会
教
義学
』
に
お
い
て
は
前
者
が
後
者
に
対
し
て
優
位
し
て
い
る
と
　
　
（
諺
由
巳
薮
計
H
ず
激
刈
）
と
し
て
開
示
さ
れ
る
。
即
ち
こ
の
場
合
の
「
秩
序
」

考え
ら
れ
る
（
H
ご
。
。
㊤
H
）
。
　
「
相
互
内
在
」
論
は
「
同
質
性
」
（
岳
o
頃
o
B
o
・
　
　
は
自
ら
の
中
に
区
別
（
ダ
。
。
置
）
を
持
つ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
区
別
を
も
た

口
ω
一
ρ
目
ご
α
O
O
）
の
言
い
換
・
兄
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
「
相
互
内
在
」
　
　
な
い
認
識
は
、
認
識
論
的
様
態
論
と
し
て
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

的
コ
性
」
は
、
三
位
一
体
の
業
の
外
へ
向
け
て
の
不
可
分
性
o
需
冨
）
　
の
で
あ
る
（
H
じ
自
『
臨
‘
ミ
声
目
H
°
。
る
刈
O
）
。
認
識
的
地
平
に
お
け
る
「
相
互

け
ほ巳
け
舞
冨
巴
①
尊
尽
の
β
ロ
け
ぎ
盛
三
＄
・
H
μ
・
ω
G
。
b
。
・
ω
8
・
癖
H
ρ
自
8
H
H
H
ご
　
　
内
在
」
的
「
一
性
」
は
い
わ
ば
上
か
ら
叉
啓
示
認
識
の
内
側
か
ら
「
一
性
」

αb
。
”
H
く
撃
直
①
）
と
は
異
な
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
が
啓
示
の
　
　
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

外側
か
ら
の
「
一
性
」
の
消
極
的
確
保
で
あ
る
の
に
対
し
「
相
互
内
在
」
　
　
　
第
二
に
「
相
互
内
在
」
論
に
対
応
し
た
認
識
論
は
目
的
論
的
構
造
を
も

論
は
三
位
一
体
に
お
け
る
三
つ
の
存
在
の
仕
方
の
相
違
性
を
「
保
証
」
　
　
つ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
相
互
内
在
」
的
循
環
に
対
応
し
た
目
的
論
的

（げ①
ω
薮
岳
α
Q
Φ
昌
）
す
る
と
同
時
に
「
相
対
化
」
（
屋
ド
自
言
賃
o
口
）
す
る
意
義
　
　
循
環
に
お
い
て
は
そ
の
起
点
（
富
H
ヨ
ぼ
q
ω
m
ρ
ロ
o
）
と
終
点
（
叶
霞
巳
口
葛

をも
つ
と
さ
れ
る
（
H
ご
ω
O
H
）
。
こ
の
意
味
で
、
三
位
一
体
の
業
へ
の
外
へ
　
　
p
飢
ρ
器
日
）
と
は
同
一
化
さ
れ
得
な
い
（
こ
れ
が
「
証
言
」
の
解
釈
学
的

向
け
て
の
不
可
分
性
が
ノ
ミ
ナ
ー
ル
な
も
の
に
留
る
の
に
対
し
、
　
「
相
互
　
　
構
造
と
解
せ
ら
れ
る
）
（
H
じ
嵩
゜
。
讐
H
H
ご
ト
。
O
μ
歯
0
8
H
＜
ご
ω
お
）
。
起
点
と
終

内
在
」
的
コ
性
L
は
既
に
レ
ア
ー
ル
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
点
と
の
こ
の
同
一
化
不
可
能
性
が
認
識
対
象
と
そ
の
主
体
と
の
距
離
を
保

　
以

上
に
お
い
て

わ
れ
わ
れ
は
バ

ルト
の
教
義
学
的
思
考
の
解
明
の
た
め
　
　
持
す
る
（
H
ご
目
）
。
　
こ
の
認
識
に
お
い
て
起
点
か
ら
終
点
へ
の
移
行
は
無

に
「

相
互内
在
」
論
に
対
応
し
た
啓
示
認
識
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
　
　
媒
介
で
あ
り
、
　
「
信
仰
の
知
解
（
一
口
け
⑦
一
一
①
O
け
ρ
ロ
n
　
ゆ
幽
O
団
）
」
と
し
て
の
認
識

の

で
あ
霧
そ
の
讐
を
次
の
薫
箋
・
垂
理
し
て
み
鯵
皆
ら
の
学
舖
象
ξ
て
自
ら
に
争
糞
た
傾
斜
（
。
・
｛
・
ε

　第
一
に
そ
れ
は
実
在
的
に
「
一
性
」
と
い
う
性
格
を
有
す
る
。
こ
の
実
　
　
を
走
る
と
言
わ
れ
る
。



　第
三
に
「
相
互
内
在
」
論
に
対
応
し
た
認
識
論
に
お
い
て
は
形
式
－
内
　
　
　
こ
れ
迄
教
義
学
的
思
考
の
特
質
を
「
相
互
内
在
」
論
を
手
が
か
り
に
四

容
図
式
は
適
用
さ
れ
得
な
い
（
H
ご
b
。
①
b
。
”
ω
b
コ
。
。
）
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
認
識
が
　
　
つ
の
局
面
に
わ
た
っ
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ

実
在
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
帰
結
す
る
必
然
的
意
味
で
あ
り
、
既
に
キ
リ
ス
　
　
は
い
ず
れ
の
局
面
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
「
差
異
性
に
お
け
る
同
一

ト
両
性
論
と
両
状
態
論
と
の
統
一
（
H
＜
ご
H
°
。
O
臨
‘
置
α
山
蕊
）
を
論
じ
た
処
　
　
性
」
の
在
り
方
を
意
味
す
る
動
性
が
如
何
に
認
識
を
規
定
す
る
か
を
見
た

で
言
及さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
　
「
相
互
内
在
」
論
に
対
応
し
た
認
識
論
に
　
　
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

お
ける
解
釈
学
的
循
環
は
、
自
然
と
歴
史
と
の
、
存
在
（
ω
o
凶
口
）
と
行
為

（諺
器
）
と
の
統
一
の
下
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
こ
の
解
釈
学
的
循
環
　
　
註

は
「
般
解
釈
学
に
お
け
る
解
釈
学
的
循
環
と
異
な
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
　
　
（
1
）
　
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
学
と
し
て
の
、
記
述
と
し
て

そ
の

循環
の
構
成
要
素
は
、
　
「
歴
史
的
存
在
の
基
礎
運
動
」
に
限
定
さ
れ
、
　
　
　
の
教
会
史
即
ち
教
会
史
の
認
識
的
側
面
で
あ
る
。
客
観
的
側
面
と
し
て

人間
に
「
処
理
可
能
な
自
然
対
象
」
は
循
環
の
外
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
　
　
　
の
教
会
史
と
そ
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
H
H
H
ω
”
b
。
。
。
H
I
b
。
。
。
。
。
参
照
。

　
　
　
（
3
0
）

の

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
竃
゜
国
餌
乞
o
が
U
霞
゜
。
o
σ
q
①
ロ
雪
暮
①
窪
ω
8
H
凶
ω
。
げ
o
句
o
ω
口
ω
β
昌
山
山
o
目

　第
四
に
先
験
的
自
我
・
超
越
論
的
認
識
に
よ
る
啓
示
理
解
の
可
能
性
が
　
　
　
σ
q
⑦
8
ぽ
魯
臣
。
ゲ
o
ぼ
匡
尻
。
7
0
0
訂
凶
駒
。
ε
ω
”
H
Q
。
O
b
。
。

否定
さ
れ
る
（
H
H
ご
b
。
漣
歯
O
評
鵠
ω
中
‘
①
悼
b
。
）
。
先
験
的
・
超
越
論
的
思
惟
　
　
（
3
）
　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
最
も
尖
鋭
化
し
た
形
は
、
閏
壁
ロ
N
ρ
O
く
o
学

に
お
い
て

は
思惟
の
措
定
を
新
た
に
超
越
し
無
限
遡
行
す
る
反
省
の
否
定
　
　
　
げ
8
犀
（
H
◎
o
Q
o
日
－
H
O
O
㎝
）
の
問
題
提
起
（
O
げ
凶
ω
言
馨
ロ
目
β
民
囚
巳
ε
困
り

性
が
こ
こ
で
は
認
識
の
起
点
（
け
O
H
日
　
昌
目
ω
　
餌
ρ
彪
O
）
に
お
い
て
既
に
処
理
　
　
　
ゴ
屋
α
q
’
く
゜
O
曹
諺
゜
切
o
導
o
ロ
匡
圃
噂
切
β
。
°
。
巴
H
㊤
H
P
U
胃
ヨ
吻
欝
臼
H
㊤
『
ω
3

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d
げ
魯
ら
o
O
ゲ
ユ
゜
。
島
o
ゲ
搾
o
詳
¢
昌
ω
興
霞
げ
o
口
臥
σ
Q
o
昌
↓
ゴ
o
o
ざ
σ
q
5
H
Q
。
刈
ω
u

　第
五
に
三
位
一
体
の
神
の
自
己
解
釈
、
そ
の
対
応
的
開
示
と
し
て
そ
の
　
　
　
H
⑩
8
・
。
）
に
刺
激
さ
れ
た
初
期
の
バ
ル
ト
（
d
p
。
二
。
甑
σ
q
器
跨
昧
嵩
σ
q
。
ロ

認識
の
生
起
と
と
も
に
デ
ュ
ナ
ミ
ス
を
所
持
し
、
第
一
義
的
意
味
で
の
弁
　
　
　
雪
岳
Φ
げ
。
暮
凶
σ
Q
Φ
月
げ
8
ご
σ
q
剛
。
レ
㊤
b
。
O
ぎ
”
∪
団
Φ
日
ゲ
Φ
巳
o
α
q
凶
①
口
巳
集
①

証
的
意
味
で
の
弁
証
論
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
（
H
じ
b
。
O
）
。
そ
の
認
識
　
　
　
国
ぎ
ゲ
P
O
①
。
・
°
＜
o
昼
b
。
°
団
価
゜
“
竃
冒
号
①
ロ
H
O
b
。
。
。
り
ω
゜
μ
歯
㎝
”
げ
Φ
。
・
°
O
）

が

弁
証
論的
で
あ
り
得
る
の
は
、
啓
示
の
自
己
解
釈
と
し
て
事
後
的
に
の
　
　
　
に
見
ら
れ
る
。
「
世
俗
史
と
し
て
の
教
会
史
」
と
い
う
O
く
①
H
げ
8
犀
の

み
であ
る
（
H
ご
ω
O
O
h
°
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
張
に
対
す
る
後
の
バ
ル
ト
の
見
解
は
、
H
H
H
°
。
”
b
。
。
。
。
。
”
尚
、
水
垣
渉
「
キ

一
〇
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〇ニ

　
リ
ス
ト
教
理
解
と
キ
リ
ス
ト
教
史
学
」
日
本
の
神
学
十
六
号
（
一
九
七
　
　
　
国
団
ω
8
H
凶
・
。
。
ゲ
。
ω
≦
α
昌
曾
げ
ロ
。
ゲ
ユ
Φ
吋
℃
げ
出
o
。
，
o
娼
寓
ρ
∪
鉾
日
。
。
冨
山
け
・
切
山
・

　
七年
）
一
一
四
－
一
五
三
頁
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
”
H
㊤
設
”
げ
o
ω
・
ω
・
H
O
①
ド
占
O
『
。
。
・

（4
）
ヨ
蒙
ぎ
ω
゜
ぎ
8
日
。
♂
ゴ
゜
♪
U
器
中
琶
舞
舞
U
°
α
・
目
・
亭
　
（
9
）
ま
。
含
。
菖
8
出
。
・
”
ピ
。
帥
け
建
・
自
§
ω
邑
ご
日
山
・
・
∪
。
σ
・
日
。
・
，

σ
・
°
ω
゜
ぎ
芽
蝸
N
§
§
。
Q
°
げ
賃
器
陣
品
と
゜
享
゜
欝
爵
舞
゜
・
匂
胃
藁
　
　
σ
・
。
・
。
ぼ
。
ぎ
醤
語
…
客
≧
・
旦
暴
匿
σ
・
・
三
。
①
。
。
ト
・
・
α
・
習
N
冨

軽゚
。弘
㊤
q
ど
ω
゜
串
゜
。
。
嚇
国
゜
勺
゜
ζ
。
ご
。
旨
α
・
”
誤
8
冨
導
。
q
・
琶
・
　
ぎ
ρ
ω
・
ド
・

ま
①
こ
冨
d
。
σ
・
器
・
α
・
①
m
。
芽
ゴ
け
。
レ
。
μ
山
窪
§
°
。
”
ζ
舞
冒
口
琶
・
　
（
－
o
）
ρ
国
区
言
σ
q
も
ゴ
過
出
・
－
ρ
o
巴
聾
9
。
娼
・
。
冨

゜
・

魯
゜
団
爵
切
。
く
゜
奪
凶
8
器
山
誤
8
冨
ざ
ぎ
跨
琶
琶
ω
。
｛
匪
。
　
（
1
1
）
囚
』
翼
r
u
凶
。
娼
§
。
。
・
欝
口
梓
ぎ
ぽ
臣
8
甚
団
。
ぎ
H
o
」
7

切胃
貯
ゲ
出
胃
冨
。
犀
8
員
①
巷
。
民
窪
8
。
｛
ド
o
b
。
°
。
”
O
鎖
日
げ
臣
α
q
①
μ
㊤
鵡
゜
　
　
N
緋
凶
9
H
O
膳
8
ω
゜
頴
ρ

（5
）
鋭
く
°
出
鴛
器
。
ぎ
冨
冨
げ
β
。
ゴ
伍
賃
∪
。
σ
q
日
①
ロ
α
q
①
。
。
。
臣
。
窪
ρ
　
（
1
2
）
即
守
犀
目
暮
P
9
窪
げ
。
口
旨
餌
く
。
H
ω
8
冨
P
田
゜
H
H
°
b
』
H
H
I

国曇
9
切
幽
己
d
口
く
霧
餌
巳
自
陣
。
羅
・
鷺
。
σ
q
壁
厨
。
ぽ
同
Z
・
3
鎌
旨
。
犀
山
㊤
　
　
b
。
ω
9

♪
ロ
窪
含
器
ゲ
α
q
。
跨
げ
。
冨
叶
。
2
乱
く
。
旨
①
訂
8
目
跨
μ
守
σ
q
。
月
菖
げ
　
（
1
3
）
山
魯
゜
。
4
U
器
2
・
き
日
。
°
。
鍵
ヨ
。
ロ
；
巳
竃
旨
ぎ
ざ
o
Q
団
ρ
凶
ロ
“
冨
加
。
q
°

α
q
。
口
H
8
P
U
p
§
欝
匹
＝
O
。
。
O
b
』
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
°
国
゜
零
』
胃
け
ω
。
詳
囚
Φ
q
σ
Q
旨
四
§
山
冨
讐
ぎ
゜
。
”
H
°
㍉
㊤
ら
。
。
b
°
H
㎝
゜

（6
）
　
く
α
q
ド
い
。
o
ロ
げ
9
艮
O
o
℃
唱
o
ド
∪
凶
o
昌
。
鴇
9
δ
島
o
¢
昌
侮
ロ
勢
。
ゴ
p
・
　
　
（
1
4
）
　
こ
の
よ
う
な
立
場
を
徹
底
し
た
も
の
と
し
て
、
ζ
゜
国
Φ
達
o
σ
q
σ
Q
霧

宕
。
。
8
房
号
。
N
。
ぎ
O
α
詳
団
昌
σ
q
魯
お
ミ
評
姻
。
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
実
存
論
的
分
析
（
。
臨
ω
9
冒
一
巴
。
跨
ロ
巴
楼
ユ
犀
）
の
方
法
（
ω
o
ぎ
自
山

（7
）
国
゜
≦
o
拝
内
o
曙
σ
Q
ヨ
拶
ロ
a
U
o
碧
馬
津
o
げ
σ
q
o
日
o
ロ
麟
弩
ヨ
　
　
　
N
o
ド
↓
口
甑
ロ
α
q
①
口
H
㊤
遷
挿
留
ゐ
昌
）
を
主
と
し
て
初
期
キ
リ
ス
ト
教

津
o
窪
。
ヨ
暮
山
N
呉
℃
3
匡
。
B
阻
け
節
山
霧
U
o
σ
q
日
窪
α
q
。
。
。
。
寓
。
犀
ρ
ぎ
”
　
　
　
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
や
教
義
の
解
釈
学
的
方
法
と
し
て
使
用
す
る
口
昏
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ロ

　℃
o
話
σ
q
㎏
ぼ
9
二
〇
切
9
H
H
4
］
≦
口
P
o
ゲ
Φ
口
H
㊤
①
鵯
（
ド
O
㎝
⑪
）
”
ψ
Q
。
μ
◎
。
I
o
。
幽
o
。
い
　
　
　
｝
o
口
拐
の
、
d
げ
電
盛
①
げ
⑦
彗
o
昌
o
幕
冨
o
げ
o
ω
珪
β
ζ
ロ
吋
山
霧
U
o
σ
q
ヨ
器
”

≧
蹄
＆
諺
紆
β
ピ
。
訂
喜
島
山
Φ
目
U
。
σ
q
目
8
σ
q
。
¢
。
ぼ
9
β
臣
゜
H
‘
　
　
ぼ
跨
品
霧
曾
窃
旨
畠
魯
゜
。
冨
島
巳
゜
・
8
Φ
甲
。
臣
・
冨
唱
δ
三
。
β

　
O
葺
霞
。
。
一
〇
げ
H
⑩
刈
O
評
ω
・
峯
1
ω
0
・
げ
。
。
。
』
刈
崩
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
O
。
。
ρ
げ
o
。
・
°
ω
゜
①
㎝
中
　
こ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
缶
゜
U
凶
。
β

（8
）
O
』
げ
。
＝
郵
≧
貯
゜
；
口
。
目
。
9
ロ
鼻
、
．
凶
『
国
O
O
3
日
゜
b
°
　
　
臣
。
9
。
σ
q
ぼ
巴
。
。
囚
ぎ
臣
。
ぽ
妻
誘
Φ
器
。
訂
津
臣
』
』
。
。
q
暴
ユ
犀
゜

b
。
課
芝
α
Q
ピ
国
碧
ω
・
0
8
お
O
，
。
α
9
。
日
。
が
≧
叶
゜
と
国
。
§
曾
。
三
剛
ぎ
．
、
帥
蕊
　
　
H
冨
≦
。
σ
q
N
鼠
ω
。
冨
昌
田
ω
梓
巳
ω
日
島
口
己
団
×
団
。
・
8
ロ
§
一
μ
弩
5



　
］
≦
口
琴
ず
。
昌
H
O
零
”
ω
』
刈
歯
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
餌
日
器
8
昌
ω
と
そ
の
『
正
統
信
仰
論
』
（
U
o
周
達
o
O
詳
ゲ
o
画
o
蕗
ピ
圃
・

（1
5
）
　
出
・
U
ざ
β
O
訂
μ
げ
o
暮
山
d
げ
霞
一
博
o
h
①
躍
昌
σ
q
巴
ω
津
o
ぼ
o
ヨ
山
Φ
ω
　
　
　
げ
回
O
口
舞
9
0
が
団
O
逡
）
に
お
け
る
「
相
互
内
在
」
論
に
つ
い
て
は
、

　＜
o
鵠
叶
o
ず
o
ロ
ρ
団
昌
鱒
臨
”
①
く
凶
ー
ロ
励
o
傷
く
o
同
げ
9
ト
ロ
静
聾
N
o
＜
o
H
茸
餌
α
q
o
　
　
　
　
Q
°
詞
く
°
国
゜
U
餌
日
℃
ρ
渉
勺
9
窪
μ
ω
ユ
o
O
同
o
o
岸
い
o
区
8
0
炉
○
×
出
o
H
畠
μ
㊤
『
刈
診

　く
o
け
o
P
目
ず
切
゜
b
o
α
噂
ζ
口
昌
o
ゲ
o
昌
H
㊤
①
α
（
H
8
G
o
）
り
ω
゜
b
◎
蔭
①
ー
b
o
刈
O
い
缶
o
圃
ロ
b
　
　
　
　
ω
゜
＜
°
肉
o
も
馬
×
ら
も
轄
ミ
3
℃
や
H
O
¶
刈
h
°
｝
Q
°
い
．
聞
H
Φ
吻
二
σ
q
ρ
O
o
匹
凶
昌
勺
餌
嘗
凶
ロ
o
・

　臨
o
ゲ
O
菖
》
Q
o
m
o
ゲ
げ
ず
侍
o
口
員
山
出
o
圃
一
〇
〇
α
q
①
切
o
ず
剛
o
ゲ
け
o
帥
昌
山
o
同
6
ゲ
①
〇
一
〇
α
q
団
o
　
　
　
　
ユ
o
日
ず
o
信
σ
q
げ
♂
ピ
o
昌
畠
o
戸
H
O
刈
潮
図
H
〈
暫
唱
や
b
δ
り
H
臣
引
口
゜
跨
゜
窯
o
開
ω
o
許

　図
β
山
o
罵
切
ロ
＝
日
四
昌
昌
ω
堕
日
口
げ
凶
昌
σ
q
⑦
口
］
°
り
α
㎝
堕
げ
①
ロ
n
°
ω
。
H
躯
刈
ー
H
q
b
o
’
山
o
携
ご
　
　
　
↓
げ
o
剛
ず
昌
o
ω
o
や
ゲ
鴇
o
｛
け
げ
o
O
ゲ
ロ
同
o
げ
男
㊤
け
ぴ
①
H
ω
”
↓
F
国
似
剛
瓢
o
♂
切
午

　O
同
ロ
昌
匹
蹄
勢
σ
q
①
昌
山
o
H
げ
凶
げ
目
o
目
o
ず
o
昌
口
o
同
ヨ
①
昌
o
ロ
自
ぎ
日
F
国
図
゜
げ
Φ
β
け
o
　
　
　
　
〈
団
ω
o
山
゜
り
O
m
】
β
げ
昌
山
α
q
ρ
い
o
ロ
鎚
o
ロ
H
O
刈
ρ
娼
℃
。
蔭
H
c
o
臨
∴
幻
゜
ω
①
①
げ
⑦
目
σ
Q
り

　Z
°
男
b
声
竃
ロ
ロ
o
ゲ
①
ロ
H
㊤
α
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
Φ
ゲ
H
げ
ロ
o
げ
山
Φ
H
U
o
α
q
日
o
ロ
α
q
o
ω
o
ゴ
団
o
ゲ
け
ρ
］
）
9
匪
B
o
。
仲
9
山
け
H
㊤
刈
料
（
2
餌
o
げ
・

（16
）
　
教
会
史
の
連
続
性
を
「
神
の
言
葉
」
の
客
観
性
に
根
拠
づ
け
る
の
　
　
　
山
昌
o
閃
畠
o
目
卜
諺
q
自
゜
μ
O
°
。
O
＞
ゆ
匹
゜
H
H
4
㈱
b
。
即
ど
ト
o
螂
げ
窃
゜
ω
゜
H
幽
c
。
占
α
O
旧

　は
、
O
・
団
げ
。
一
ぎ
α
q
（
国
一
3
げ
o
昌
゜
q
。
ω
。
ぼ
。
揮
o
巴
。
・
窪
Φ
O
窃
。
窪
跨
件
o
畠
窪
　
　
　
即
ピ
o
o
β
o
》
。
一
2
ω
』
鵠
崇
∴
「
相
互
内
在
」
論
の
歴
史
的
考
察
に

⇒
器
一
。
σ
q
言
σ
q
げ
。
集
α
q
魯
ω
号
H
聾
㌦
ロ
“
囚
ぎ
ず
。
旨
画
囚
o
駄
。
。
。
ω
ご
P
　
　
　
よ
れ
ぽ
、
キ
リ
ス
ト
論
的
「
相
互
内
在
」
論
か
ら
三
位
一
体
論
的
「
相

」
Q
α
三
ロ
α
q
。
ロ
H
⑩
O
①
評
。
。
°
Φ
山
刈
）
で
あ
る
が
、
「
神
の
言
葉
」
が
把
握
さ
　
　
　
互
内
在
」
論
へ
と
進
展
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ス
ト
ア
の
自
然
哲
学

　
れる
実
在
的
地
平
に
お
い
て
、
内
在
的
三
位
一
体
の
類
比
と
し
て
把
握
　
　
　
に
お
い
て
×
§
軌
e
（
8
℃
昌
8
＆
）
は
昏
ミ
§
§
・
蔦
・
詮
e
等
の
用
語
と
共

　す
る
バ
ル
ト
と
異
る
。
受
肉
を
「
史
的
偶
発
性
」
（
σ
q
＄
。
臣
島
集
昏
Φ
　
　
　
に
臣
o
b
①
ロ
①
胃
m
ま
ロ
o
h
ぴ
。
象
窃
ぎ
け
o
o
ロ
o
書
。
ヨ
霞
を
意
味
し
た
。

　囚
o
昌
二
昌
o
q
o
5
斜
缶
凶
ω
8
臨
ω
o
ゲ
霞
H
霧
口
切
ロ
ロ
山
O
げ
臨
ω
8
げ
σ
Q
団
ρ
ぎ
“
　
　
　
こ
れ
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
属
性
の
交
流
」
（
昏
》
試
窃
o
ミ
嚇

　白
O
昌
目
巳
O
ド
ロ
げ
9
日
離
ぴ
ぼ
α
q
①
昌
μ
㊤
雪
謝
ω
．
◎
。
H
O
）
と
と
ら
え
る
　
　
　
～
勲
o
㌃
警
e
ざ
8
ヨ
ヨ
ロ
三
8
け
団
O
団
臼
0
8
讐
¢
日
）
を
受
容
し
た
O
捲
α
q
9

　
（
国
げ
〇
一
ぎ
α
q
）
か
、
内
神
的
領
域
で
そ
の
存
在
論
的
必
然
性
か
ら
理
解
す
　
　
　
ぐ
8
乞
餌
N
ド
自
が
《
§
黛
↓
（
讐
㊤
に
℃
o
団
艮
ω
島
馬
、
艶
§
）
の
接
頭
辞
を
付

　る
（
切
賃
跨
）
か
で
異
な
る
。
国
げ
。
出
ロ
o
Q
に
お
い
て
は
史
的
イ
エ
ス
の
問
　
　
　
加
し
神
性
と
人
性
の
相
互
貫
入
（
ま
o
ヨ
葺
口
巴
℃
。
ロ
o
自
讐
二
〇
旨
o
h
讐
①

題
設定
の
限
界
を
示
す
こ
と
が
そ
の
場
合
の
意
図
で
あ
る
が
。
　
　
　
　
　
　
　
ロ
暮
β
器
）
を
意
味
す
る
も
の
と
し
た
（
○
量
け
ω
。
。
脳
ω
㌔
O
。
。
ρ
。
。
b
。
㎝
ρ
渇
α
Q
一
・

（1
7
）
　
こ
こ
で
「
相
互
内
在
」
論
（
象
o
ピ
①
ゲ
H
Φ
く
o
ロ
侮
o
H
勺
o
臨
o
げ
o
吋
o
器
》
　
　
零
・
男
9
ロ
⇔
①
ロ
げ
o
H
o
q
り
O
昌
口
飢
N
離
σ
q
Φ
山
o
H
O
訂
房
8
ざ
α
q
ダ
O
障
①
誘
ざ
ゲ

　
Hご。
。8
こ
の
歴
史
を
問
題
史
的
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。
匂
o
ず
麟
目
。
ω
　
　
　
H
零
0
3
ω
゜
。
。
8
°
）
。
そ
の
場
合
人
性
の
神
性
へ
の
「
貫
入
」
（
跨
o
仙
o
団
・

一〇
三



●

一〇
四

b
。
舞
δ
目
o
｛
臣
Φ
げ
ロ
日
睾
ロ
簿
虞
屋
）
が
最
初
に
生
起
し
そ
の
帰
結
と
し
　
　
　
窃
・
ミ
騨
貿
ミ
烹
》
涌
q
ミ
ミ
。
§
評
轡
q
曇
慧
言
念
駐
出
ミ
『
慧
q
巷
P
、
．
（
匂
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

て

人性
の
側
か
ら
の
神
性
へ
の
そ
れ
（
壁
Φ
ぎ
ヨ
魯
簿
団
o
μ
o
h
爵
o
匹
凶
－
　
　
　
U
p
日
霧
8
目
ω
”
o
娼
』
霊
c
。
8
ゆ
n
U
回
Φ
ω
。
訂
俸
。
ロ
匹
Φ
。
。
U
o
げ
m
ロ
ロ
窃

く
ぎ
o
昌
讐
ロ
掃
）
が
生
起
す
る
と
考
え
ら
れ
た
（
仁
註
o
げ
唄
℃
o
ω
け
簿
凶
。
ロ
）
　
　
　
く
o
p
U
餌
日
嚢
。
°
・
犀
o
ω
”
喝
讐
ユ
・
。
梓
μ
ω
魯
o
↓
o
×
8
ロ
ロ
山
ω
ε
象
。
ロ
切
匹
・
旨
”
H
押

（
≦
。
野
。
炉
。
喝
゜
簿
‘
や
お
距
画
卜
。
9
津
。
ω
菖
α
q
ρ
8
°
。
同
f
℃
9
卜
。
8
）
。
　
　
腎
゜
・
α
q
°
＜
°
㌢
N
雪
汁
巨
ω
・
冨
ロ
H
ロ
ω
件
ぎ
汁
自
霞
跨
び
叶
①
凶
ω
9
。
楓
霞
p
げ
？

（バ
ルト
は
H
＜
“
。
”
O
ρ
蕊
で
ル
タ
ー
派
キ
リ
ス
ト
論
の
特
殊
な
傾
向
と
　
　
　
ω
o
H
σ
q
け
く
゜
男
゜
切
。
巳
貯
島
島
囚
o
＃
霞
ρ
ω
゜
切
゜
玉
b
。
気
σ
Q
ド
○
．
堵
’
国
゜
目
p
目
娼
ρ

し
て
の
と
O
訂
聾
巳
o
σ
q
陣
ω
。
ゲ
o
目
9
馬
慧
ミ
ミ
喝
．
．
に
言
及
し
、
そ
れ
を
真
　
　
　
o
や
。
霊
こ
の
揚
合
三
位
格
の
相
互
貫
入
（
内
在
・
循
環
）
（
℃
①
冨
o
岩
旨
日

正
の

キリ
ス
ト
論
に
お
け
る
口
巳
o
ξ
b
o
ω
＄
汁
凶
審
か
ら
仁
巳
o
目
誘
亭
　
　
ぎ
。
・
o
冒
£
8
目
日
昌
゜
・
δ
簿
言
。
ω
臨
P
勺
○
°
㊤
ら
”
。
。
㎝
O
）
が
意
味
さ
れ
て

o坦

へと
い
う
秩
序
を
逆
転
し
か
ね
な
い
も
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
　
　
い
る
（
く
σ
q
巨
勺
Φ
8
巴
国
口
口
2
目
碧
戸
O
o
露
①
ω
6
0
0
ゲ
　
ぎ
匹
①
H
N
9
計
団
ロ
嚇

（げ⑦
ω
゜
H
く
“
・
”
①
゜
。
1
1
置
）
。
＜
α
q
ピ
国
o
凶
旨
凶
号
ω
島
巳
F
U
凶
o
U
o
σ
q
日
暮
貯
山
Φ
同
　
　
　
｝
国
ω
d
ω
O
詳
仙
霞
国
臨
9
訂
暮
σ
q
O
o
洋
窃
博
国
H
9
び
昌
α
q
・
】
W
器
〇
一
・
零
8
口

oく
鋤
昌
α
q
o
訂
o
ず
山
β
匪
色
屋
o
げ
o
口
囚
凶
同
o
ゲ
ρ
口
o
属
げ
鵠
σ
q
°
＜
°
缶
゜
O
’
℃
α
ゲ
甲
　
　
　
H
O
『
鵠
9
ω
゜
b
。
H
O
歯
ω
9
こ
こ
で
は
、
剛
①
臨
o
ゲ
o
器
器
の
ス
ト
ア
哲
学
・
新

ヨ
碧
P
O
痒
o
誘
ざ
げ
H
竃
0
3
ω
゜
b
。
O
亀
゜
旧
O
°
団
゜
切
ρ
富
。
げ
o
≦
”
い
ロ
暮
霞
7
　
　
　
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
起
源
（
ω
』
H
①
）
に
つ
い
て
、
叉
H
o
ゲ
碧
昌
。
ω
く
゜
U
㌣

ω

o
匡
oU
o
α
q
§
象
涛
N
≦
凶
ω
o
犀
o
口
図
①
｛
o
同
8
讐
団
o
ロ
ロ
昌
山
跨
口
穿
莚
讐
昌
σ
q
”
　
　
　
日
器
犀
ロ
ω
が
こ
れ
を
竃
β
。
臨
目
口
゜
。
O
o
昌
h
⑦
ω
゜
。
臼
（
頃
O
㊤
ど
H
O
α
Q
。
］
W
貯
馬
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
0
出
H
H
”
O
黛
葭
巴
o
げ
H
り
①
①
”
ω
』
日
O
｛
°
本
稿
⇔
の
血
参
照
。
）
ス
ト
ア
哲
　
　
　
養
愚
息
ミ
吻
隠
q
q
『
×
浄
e
唖
9
e
恥
無
．
ミ
尋
建
q
毘
野
堵
艶
ミ
鳶
ミ
蔚
X
ら
ミ
、
h
o
…
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

学
の
用
語
×
e
烹
e
が
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
論
的
用
語
と
し
て
採
用
　
　
　
か
ら
借
用
し
た
こ
と
（
ω
゜
b
。
ド
刈
）
、
℃
魯
8
ゲ
o
器
器
と
象
①
ゲ
嵩
9
鐙
亭

さ
れ
た
後
七
世
紀
に
臼
。
訂
昌
昌
霧
U
餌
日
霧
8
ロ
霧
が
こ
れ
を
三
位
一
体
　
　
　
゜
・
号
。
d
巳
8
の
関
係
（
ω
』
H
°
。
h
も
あ
穀
）
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
）
そ

論
的
「

相
互内
在
」
と
し
て
採
用
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
六
世
紀
に
お
い
て
一
つ
の
「
本
性
」
（
呂
ミ
8
⑦
ω
ω
。
昌
圃
餌
）
の
内
に

　と
．

亀弩
昏
鳶
蔑
§
趨
二
目
q
憲
q
・
ミ
篭
斗
誘
謡
＝
、
9
q
ミ
喝
亀
器
q
ミ
・
　
　
　
存
在
論
的
に
三
つ
の
葺
ミ
器
轟
の
を
措
定
し
よ
う
と
す
る
「
形
質
主

凡
ミ
『
暑
亀
『
ミ
養
馬
降
器
寒
o
帖
凡
斜
o
“
痔
鳶
蔑
ミ
巴
q
Ψ
昏
ミ
『
×
竃
o
℃
㎎
×
§
q
ミ
　
　
　
義
」
（
℃
H
o
ω
臨
α
q
ρ
o
℃
°
9
巨
×
H
H
H
）
即
ち
三
神
論
の
危
機
に
対
し
9
ミ
滴

殉意
曾
昏
鳶
曲
ミ
町
§
ミ
×
曾
“
ミ
さ
9
×
§
器
q
ミ
§
o
嘗
o
亀
ミ
出
亀
受
無
q
・
　
　
　
の
コ
性
」
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
U
や
Ω
～
×
H
＜
b
㊤
？
。
。
O
H
讐

爵
♂
昏
銘
、
融
ミ
o
踏
o
q
恥
ミ
昏
謡
曵
e
ド
憶
軌
駐
『
9
警
塁
君
罪
ミ
起
o
魯
9
吋
♪
　
　
　
く
σ
q
ピ
H
ご
ω
O
H
）
。
℃
O
㊤
倉
c
。
b
。
㊤
h
の
註
に
よ
れ
ば
9
U
餌
ヨ
霧
o
①
昌
ロ
ω
が

、

n£
建
＆
ミ
曾
週
§
鳥
養
｝
電
尽
芸
ミ
§
凡
暫
せ
ミ
愈
ミ
汀
器
葺
§
♪
な
撃
　
　
　
そ
の
用
例
を
採
用
し
た
○
器
α
q
o
目
く
゜
Z
器
訂
嵩
は
蕊
黛
×
§
唱
ミ
6
．
9
学



2
日
ぎ
o
（
ω
）
o
ω
。
。
ざ
の
例
と
し
て
「
心
」
（
日
9
ω
）
・
「
思
惟
」
（
o
o
α
q
凶
冨
臨
o
）
・
　
　
　
い
δ
げ
Φ
の
二
概
念
で
構
成
さ
れ
（
目
サ
聯
b
。
°
o
”
く
σ
q
r
H
じ
ω
ω
c
。
臨
’
M
ω
O
H
）
、
む

「魂
」
（
　
　
り
9
口
印
旨
P
騨
口
）
の
「
統
＝
（
¢
巳
o
）
を
挙
げ
て
い
る
と
す
る
（
…
ぎ
。
ε
窃
　
　
　
し
ろ
受
肉
の
行
為
を
神
の
自
由
の
業
と
し
て
と
ら
え
（
ポ
。
。
。
。
。
。
｛
‘
H
H
じ

。
凶目
口
日
冒
8
。
・
ω
団
o
巳
ω
実
。
ヨ
巨
ロ
日
2
曽
N
冨
言
①
ロ
島
箕
o
h
o
困
ε
三
8
Φ
臼
　
　
α
O
b
。
）
神
の
「
支
配
」
（
島
⑦
出
。
員
ω
。
訂
h
斤
）
を
ご
一
位
一
体
の
認
識
の
「
経

日
。
韓
β
8
0
q
団
富
ユ
o
巳
ω
”
9
餌
巳
B
霧
”
ρ
口
器
。
・
ぎ
o
巳
ご
集
三
ω
ざ
ロ
o
　
　
　
験
的
着
手
点
」
（
山
臼
。
日
唱
三
ω
号
Φ
諺
器
碧
娼
口
鼻
峠
）
と
す
る
（
9
ζ
o
寧

器
器
日
巳
8
・
β
二
欝
岳
。
m
β
℃
魯
Φ
耳
雪
叶
…
）
。
三
位
一
体
論
を
神
の
　
　
　
旨
磐
P
↓
臨
巳
感
け
暮
伍
閃
〇
一
゜
ず
0
9
8
p
ζ
貯
島
自
H
㊤
゜
。
ρ
ω
’
嵩
ゲ

「自
己
認
識
」
と
し
て
人
間
の
「
自
己
認
識
」
か
ら
反
省
的
に
構
成
す
る
　
　
　
H
胡
）
。
内
神
的
な
差
異
性
の
根
拠
を
、
受
肉
し
た
キ
リ
ス
ト
と
父
な
る

の

は
教
義史
の
主
要
な
伝
統
（
N
°
切
゜
↓
ゲ
o
日
器
く
°
諺
ρ
巳
炉
ω
ロ
ヨ
目
p
　
　
　
神
と
の
同
一
性
の
事
態
か
ら
遡
行
的
に
（
諺
目
9
，
ザ
①
昌
昌
α
q
含
ミ
鼠
『
『
㍗

日
げ
8
ざ
σ
Q
凶
巴
り
斜
ρ
』
メ
穿
斜
ρ
ρ
。
ド
轟
餌
゜
b
。
噂
勲
ω
）
で
あ
り
、
そ
の
　
　
　
ミ
n
》
H
H
サ
b
。
b
。
①
断
゜
）
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
H
じ
゜
。
°
。
°
。
h
°
》
°
。
ω
G
。
鳩
゜
。
。
。
b
。
）
。
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

場
合
そ
の自
己
認
識
の
両
極
性
は
例
え
ば
8
σ
q
口
o
ω
8
営
ω
8
α
Q
巳
9
目
　
　
　
す
る
に
バ
ル
ト
に
お
い
て
、
神
論
の
両
極
性
は
「
自
己
認
識
」
を
範
型

（山㊤
の
゜
”
U
⑦
＜
魯
犀
讐
ρ
ρ
゜
b
。
b
°
b
。
°
。
”
…
島
8
巳
⊆
B
b
二
〇
侮
。
口
旨
集
。
一
言
同
　
　
　
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
反
省
行
為
の
主
体

巴
団
ρ
ロ
達
・
・
9
甥
賃
日
8
α
q
口
o
ω
。
霞
P
象
。
犀
ロ
ユ
＝
ロ
侮
o
㎝
。
・
0
8
α
q
ロ
o
ω
8
霧
　
　
　
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
が
全
体
と
し
て
一
方
の
極
（
8
H
ヨ
言
μ
ω
H
甲

o
け
8
α
Q
a
言
欝
d
巳
o
巴
8
諺
達
①
同
碧
山
ニ
ヨ
ρ
ロ
巴
博
8
H
U
o
島
器
首
－
　
　
　
貯
ユ
o
艮
ω
）
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヘ
ブ
ラ
イ
的
思
考
に
近
い
と
言

ω

q日
8
0
q
8
。
。
畠
計
o
℃
o
辞
簿
く
達
o
器
℃
霞
ρ
岳
日
ロ
讐
ロ
話
旨
9
一
凶
ρ
巨
α
　
　
　
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
相
互
内
在
」
論
は
神
の
業
の
具
体
的
一
性

。
。

胃

o
oo
qロ
o
。
・
o
o
昌
ω
露
O
o
σ
q
巳
帥
ロ
ヨ
…
“
ω
ロ
ヨ
日
四
日
7
Φ
〇
一
〇
α
q
団
o
”
H
”
ρ
・
　
　
　
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
（
幻
゜
ω
o
o
げ
霞
σ
q
”
o
や

b
。

メ
餌
。
ポ
。
”
…
累
8
。
お
。
9
。
暑
凶
①
民
帥
①
ω
な
§
①
ω
ω
ざ
。
。
。
。
葺
臼
ヨ
　
　
。
団
梓
’
》
ψ
置
゜
。
騨
ρ
い
’
国
婁
凶
σ
Q
ρ
。
喝
゜
騨
も
゜
b
。
0
8
°
。
o
ご
国
。
冒
謁
。
r

ρぎ
山
婁
貯
8
弓
。
邑
凶
び
口
ω
u
唱
霞
目
。
葺
ヨ
§
巴
。
β
く
色
℃
霞
　
　
O
。
幕
゜
。
ω
9
巳
ω
二
B
毒
霞
餌
魯
菊
葛
貯
α
q
魯
H
8
ρ
H
㊤
零
・
。
あ
゜
躯
゜
。
臣
゜
）
。

器
二
§
①
ヨ
9
一
8
三
償
ω
。
陣
島
陣
o
貯
。
艮
鶏
μ
o
話
巳
。
崇
①
9
ロ
日
・
…
器
侮
器
－
　
　
（
1
8
）
　
所
謂
白
ざ
ρ
¢
o
H
ご
論
争
に
お
け
る
西
方
神
学
の
立
場
の
正
統
性

。
ロ
ロ
魯
日
Φ
日
8
m
叶
一
〇
昌
Φ
日
団
鼻
。
島
σ
q
子
団
♂
β
ロ
な
。
8
＜
鶏
甑
ご
け
巴
一
幽
－
　
　
　
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
H
ご
q
O
恥
α
O
。
。
”
叉
「
相
互
内
在
」
論
は
父
と
子

α
q

ぴ田
の
餌
島
8
箕
ρ
ρ
犀
o
庫
日
m
昌
衷
ぎ
首
8
・
国
け
。
。
団
o
訪
匹
Φ
の
0
9
臣
象
畠
　
　
　
と
の
同
質
（
岱
一
〇
甲
H
O
ヨ
O
⊆
白
o
凶
①
）
の
言
い
換
え
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

鳴
o
o
窃
・
，
ざ
昌
Φ
日
宮
巳
二
5
幽
団
く
団
巳
。
・
…
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
バ
ル
　
　
　
子
と
聖
霊
と
の
間
の
交
わ
り
は
否
定
さ
れ
て
い
る
（
H
ご
凱
O
O
）
。

ト
の
三
位
一
体
論
に
お
い
て
こ
の
両
極
化
は
臣
o
団
器
子
o
謬
と
象
o
　
　
（
1
9
）
　
白
’
出
叫
ユ
ρ
ω
①
貯
仁
昌
山
O
冨
山
P
U
団
。
O
暑
〇
一
〇
α
q
げ
ぎ
囚
潜
匡

一〇
五



一
〇
六

扇胃
鼻
。
。
囚
冒
o
匡
甘
ゲ
㊤
U
o
O
Q
ヨ
9
臨
ぎ
切
o
H
躍
弓
乞
o
≦
磯
O
蒔
H
O
胡
℃
ω
゜
　
　
　
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
』
三
二
〇
頁
以
下
）
で
、
ル
タ
ー
の
神
論
に
お
い

o
。－
G
。
”
H
H
ぎ
伊
H
。
。
弘
α
◎
。
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
キ
リ
ス
ト
両
性
論
に
お
け
る
人
生
と
神
性
と
の
「
歴
史
」
が
三

（2
0
）
　
こ
の
こ
と
は
口
焦
－
坤
巳
（
跨
護
島
け
ぎ
島
曽
U
。
山
0
9
昌
冨
。
訂
凶
。
。
亭
　
　
　
位
一
体
論
的
に
即
ち
内
側
か
ら
．
（
三
位
一
体
論
↓
受
肉
論
（
キ
リ
ス
ト

　
島碧
欝
H
噌
H
H
鳶
”
O
O
い
◎
。
b
。
”
鼠
゜
）
と
い
う
解
釈
学
的
図
式
に
よ
っ
て
　
　
　
論
）
）
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
外
側
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　
「神
」
を
理
解
す
る
こ
と
へ
の
批
判
的
検
当
を
意
味
す
る
。
く
σ
q
一
’
℃
o
・
　
　
　
く
σ
q
一
゜
出
9
。
昌
ω
・
O
o
o
同
σ
q
O
o
団
霞
の
O
o
簿
。
ω
ω
o
冒
巴
ω
6
ゲ
0
8
帥
傷
。
N

　
葺
ロ
ω
ピ
o
日
げ
9
0
昌
鎌
ロ
o
o
℃
ω
㊦
ロ
器
ロ
ユ
m
周
ロ
ヨ
躍
げ
ユ
ρ
口
9
け
賃
o
が
弓
い
㊤
メ
α
b
o
H
卑
　
　
　
　
］
リ
ゴ
0
9
0
σ
q
凶
ρ
一
ロ
“
＜
o
H
犀
口
昌
窪
σ
q
賃
昌
σ
Q
二
昌
山
頃
o
H
ω
o
ゲ
ロ
目
四
国
h
・
b
o
り
竃
ロ
ロ
ー

国
゜
冒
昌
α
q
。
r
O
o
穽
鑑
o
O
。
ず
臨
日
巳
ω
ユ
2
妻
。
一
計
↓
雌
げ
ぎ
σ
q
。
ロ
届
ミ
・
。
“
　
　
　
魯
o
昌
H
O
①
ρ
ω
゜
ω
。
。
剛
゜
（
寺
園
・
森
訳
『
現
代
神
学
の
状
況
』
一
九
七
八

　国
一
巳
。
諏
§
σ
q
讐
ぴ
①
ω
゜
ω
゜
幽
映
゜
り
合
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
一
六
九
－
一
七
〇
頁
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（2
1
）
　
く
α
q
一
』
H
H
ご
q
b
。
り
く
㈹
一
・
零
・
国
弩
5
0
7
。
f
ω
』
0
9
諺
ロ
日
・
H
α
①
旧
　
　
（
2
4
）
　
こ
の
問
題
を
バ
ル
ト
は
教
義
史
的
に
見
る
な
ら
ば
「
東
方
教
会
の

　国
・
H
雪
瞬
o
ポ
O
o
菖
窃
ω
o
ぽ
凶
ω
二
日
妻
o
民
。
ロ
”
↓
離
げ
ぎ
α
q
①
p
ド
8
『
3
ω
゜
　
　
　
神
学
の
一
種
の
遠
隔
作
用
」
（
H
＜
乎
置
）
で
あ
る
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
両

　旨
Q
。
”
〉
ロ
日
・
呂
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
論
に
お
け
る
「
ア
ン
テ
オ
ケ
派
神
学
の
逸
脱
に
抗
す
る
方
向
を
持
っ

（2
2
）
　
H
勺
匹
穿
m
炉
H
暮
ゲ
o
H
子
o
国
メ
や
8
津
o
♪
μ
り
切
P
や
鰹
゜
　
　
　
　
　
　
　
た
カ
ル
ケ
ド
ソ
信
条
」
（
H
＜
乎
①
O
）
に
お
け
る
嵩
§
ミ
蹄
e
吻
腿
ぼ
象
く
貯
o

（2
3
）
　
国
゜
冒
口
σ
q
。
ポ
O
o
9
巴
切
O
o
ず
o
ぎ
三
゜
・
畠
臼
白
。
一
♂
↓
雌
び
貯
α
q
。
ロ
　
　
　
（
分
割
さ
れ
ず
）
、
身
ξ
キ
e
画
1
1
ぎ
・
・
o
冨
壁
げ
農
9
H
（
分
離
さ
れ
ず
）
の

　お
謡
・
，
”
ω
』
O
G
。
猿
認
崩
4
＜
α
q
一
゜
器
ヨ
霞
゜
。
‘
＜
o
ヨ
目
o
山
山
。
ω
一
。
ぴ
o
民
7
　
　
　
示
す
差
異
性
の
喪
失
の
問
題
は
中
世
哲
学
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
主
義

　α
q§
Q
o
菖
①
9
貯
“
d
摸
霞
≦
ω
σ
q
旨
同
ω
9
。
。
げ
ρ
竃
ぎ
号
o
ロ
H
㊤
認
り
　
　
　
（
イ
デ
ア
論
）
の
歴
史
か
ら
も
考
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
く
α
q
ド
芝
゜
ゆ
o
団
㊤
－
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嚇
】
W
O
＃
〇
一
山
国
一
9
℃
や
①
械
♂
℃
H
O
旨
凶
ω
訟
O
ロ
ロ
山
］
W
環
口
価
り
O
O
o
o
O
梓
国
⊆
昌
α
　
　
　
　
謹
m
ぽ
0
9
U
m
ω
勺
H
O
げ
一
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目
山
①
ω
角
げ
m
O
一
口
け
O
口
ω
〇
一
げ
ω
け
げ
O
ミ
償
じ
Q
け
ω
O
μ
昌
ω
げ
O
凶

　国
く
餌
昌
σ
q
o
財
ロ
日
げ
9
ピ
β
け
げ
O
吋
鶴
昌
山
切
9
H
一
ゴ
悼
O
o
ー
け
昌
5
σ
q
o
昌
H
㊤
刈
O
い
ぐ
σ
q
r
　
　
　
　
臼
o
げ
9
口
昌
o
ω
ω
o
o
け
庫
ω
国
ユ
ロ
α
q
o
昌
p
（
ド
O
①
①
）
り
一
口
”
b
一
拶
け
o
p
貯
日
仁
昌
ψ
圃
ロ
傷
o
吋

　O
°
国
げ
巴
罰
コ
『
q
り
諺
H
P
と
い
自
梓
犀
o
H
。
．
H
H
°
日
げ
o
⊆
o
σ
q
凶
o
》
即
昌
”
幻
O
O
ω
H
く
’
り
ω
゜
　
　
　
勺
ゲ
路
o
ω
o
娼
げ
回
o
山
o
ω
竃
搾
け
匹
餌
犀
①
携
》
げ
H
吻
σ
q
°
く
゜
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＜
°
ゆ
o
凶
o
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巴
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℃

　
劇
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q
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O
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①
ロ
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o
目
σ
q
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諺
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＜
°
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げ
o
o
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σ
q
冨
α
Q
o
ロ
o
o
ゲ
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－
　
　
　
］
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助
吋
】
日
ω
叶
騨
伍
け
H
㊤
①
P
げ
①
ω
゜
ω
゜
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O
刈
中
゜
）
°
国
゜
匂
口
目
臓
巴
り
o
や
o
謬
゜
”
幽
刈
゜
込
o
》

　島
岳
魯
・
貯
”
”
O
O
。
。
H
H
・
・
げ
。
。
。
・
ω
・
ミ
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①
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霞
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⑦
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o
昌
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喜
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訳
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観
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来
事
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し
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聖
金
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（
国
霧
浄
o
団
＄
α
q
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理
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て
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写
蜜
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山
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ず
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o
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ρ
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⑦
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搾
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＜
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篭
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①
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①
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搾
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